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(57)【要約】
　車両のナンバープレートコードによって上記車両のユ
ーザとの通信を確立することを可能とする通信システム
および方法であって、車両所有者の公的ナンバーと唯一
の身分証明によって、上記車両所有者との通信を確立す
ることができることで、上記車両ユーザを、第三者には
公開されない自らが選択する通信手段（携帯電話番号、
電子メール、ウェブプロフィールまたは個人的なアナロ
グ通信手段）、および上記ユーザの具体的なニーズに応
答する特定の予め定められた通信機能（通信コード）に
リンクする、通信システムおよび方法。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　数ある他のタスクから、車両のユーザと、上記車両のナンバープレートの公的コードを
介して電気通信を確立し、少なくとも１人の車両ユーザに、上記車両のナンバープレート
の公的コードを介してメッセージまたは通知を送信することが可能な電気通信システムで
あって、
　通信希望先の車両のナンバープレートおよび予め定められた通信機能コードを含む出力
メッセージを少なくとも１つ送信することに適した、電気通信能力を有する送信装置と、
　コード化システムによってコード化された車両の少なくとも１つのナンバープレートお
よび予め定められた通信機能コードを含む、上記送信装置からの上記出力メッセージを生
成する情報配列によって生成された専用アルゴリズムと、
　コード化された少なくとも１つの車両のナンバープレートおよび予め定められた通信機
能コードを含む上記出力メッセージが、ユーザを特定する少なくとも１つのナンバープレ
ートおよび予め定められた通信機能によって形成されるアルゴリズムを生成するように、
上記出力メッセージをコード化する、コード化システムと、
　公開用およびプライベート用の、レコードとフィールドとの組を含み、車両、上記車両
のユーザ、および上記車両ユーザの電気通信装置にリンクされ、上記公開用のレコードの
うち少なくとも１つは車両のナンバープレートと、組み込まれた好ましい通信チャネルと
、上記ユーザによって設定、およびアクティブ化の少なくともいずれかがなされた一連の
通信機能とを含む、少なくとも１つのデータベースと、
　車両のナンバープレートを使って上記送信装置から発行され、上記車両のユーザに宛て
た上記出力メッセージの受信または入力に基づいて上記データベースに照会サービスを提
供するようプログラムされた、サーバに組み込まれた少なくとも１つの電気通信アプリケ
ーションモジュールまたはコマンドインタープリターであって、上記サーバは、上記アプ
リケーションモジュールが上記アルゴリズムを解釈し、通信希望先の車両のナンバープレ
ートにリンクされた受信者に上記アルゴリズムをリダイレクトさせるように、あらかじめ
決定された通信チャネルを介して、上記サーバへの上記入力メッセージに含まれた通信機
能コードに応答する出力メッセージの以前の送信に適用されている、少なくとも１つの電
気通信アプリケーションモジュールまたはコマンドインタープリターと、
　上記データベースに登録された、ユーザと少なくとも１台の車両とにリンクされた、電
気通信能力を有する少なくとも１つの受信装置であって、上記サーバからあらかじめ決定
された好ましい通信チャネルを介して上記出力メッセージを受信する受信装置とを、構成
要件として備える電気通信システム。
【請求項２】
　上記ユーザにリンクされた装置は、上記受信者に送達されたメッセージの種類と上記メ
ッセージのあらかじめ決定された通信機能に関して自動応答を送るように適合されたアプ
リケーションを有することを特徴とする、請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　上記データベースは車両に関する公的データと車両所有者に関する個人データとを含み
、各車両はその公的ナンバープレートによって登録および特定され、上記個人登録はもっ
ぱら上記所有者によって入力及び管理が行われることを特徴とする、請求項１に記載のシ
ステム。
【請求項４】
　上記コード化システムは、所望の通信機能コードまたはメッセージを実行するために必
要な情報を含み、少なくとも上記データベースの車両特定登録および実行を所望する通信
の機能コードによって生成されるメッセージを起こすように形成された、同質の配列を自
動化する方法および手段を含むことを特徴とする請求項１に記載のシステム。
【請求項５】
　上記送信装置がさまざまな装置と通信するとき、送信者からの出力メッセージが上記サ
ーバの上記出力メッセージと一致するように、ユーザにリンクされた上記送信装置が、上
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記サーバに登録されていることを特徴とする、請求項１に記載のシステム。
【請求項６】
　上記電気通信アプリケーションモジュールは、上記データベースに基づいて、車両にリ
ンクされた上記電気通信装置の位置を把握するためにＧＰＳのような内蔵型の位置把握シ
ステム（geo-localisation system）を有することを特徴とする請求項１に記載のシステ
ム。
【請求項７】
　上記データベースに登録された上記電気通信装置は、他の装置との通信を確立するため
に、内部アプリケーションまたはネイティブアプリケーションを含むことを特徴とする請
求項１に記載のシステム。
【請求項８】
　上記システムは、ユーザがメッセージデータを送信、受信、保存、および復元すること
を可能とするアプリケーションプログラミングインターフェース（ＡＰＩ）を含み、上記
ＡＰＩによって、上記ユーザに、チャネルを介した自動通知を作成する全機能がいつでも
アクティブ化または非アクティブ化できるように、自身が常にアクティブにしておきたい
通信機能、および上記ユーザとの通信方法（チャネル）を、上記機能と上記チャネルとの
関係マトリクスに基づいて管理させることができることを特徴とする、請求項１に記載の
システム。
【請求項９】
　ある車両ユーザとの通信を、上記車両のナンバープレートコードによって確立し、数あ
る他のタスクから、車両ユーザの公的ナンバープレートを介して上記車両ユーザに通知ま
たはメッセージを送ることを可能とする電気通信方法であって、
　ユーザおよび上記ユーザの車両に関する公開用およびプライベート用の情報を含む、車
両ユーザ登録用のデータベースにユーザとして登録する工程であって、上記登録する工程
は、少なくとも上記ユーザにリンクされた電気通信装置および電気通信の嗜好がいくつあ
るかの特定を含む、登録する工程と、
　少なくとも１つの車両と上記車両のナンバープレートを介して通信を希望する登録済み
のユーザにリンクされた出力メッセージをコード化する工程であって、上記メッセージは
、コード化された、少なくとも通信希望先の車両のナンバープレートと、あらかじめ決定
された機能コードとを含んでいる、出力メッセージをコード化する工程と、
　サーバに組み込まれ、ユーザに宛てた送信装置からの上記出力メッセージを電気通信モ
ジュールにおいて受信することに基づいて上記データベースに照会サービスを提供するよ
うプログラムされている上記電気通信アプリケーションモジュールまたはコマンドインタ
ープリターに登録されたユーザに属する電気通信装置から、上記出力メッセージを送信す
る工程と、
　上記登録済みユーザによって送信された上記出力メッセージに応じて、上記メッセージ
に含まれており、かつ通信希望先の車両にリンクされたナンバープレートが上記データベ
ースに登録されているかどうかを確認するために、上記サーバによって車両ユーザのレコ
ードを有するデータベースへ照会する工程と、
　テキストまたはフォーマットが上記予め決定された通信機能に対応し、上記電気通信ア
プリケーションモジュールによって解釈される、コード化された出力メッセージを、専用
のアルゴリズムによって上記サーバから送信する工程であって、通信希望先の上記車両ユ
ーザが上記システムに登録されたユーザであることを車両ユーザ登録のデータベースにて
確認した後、上記登録済みユーザに対して、上記登録済みユーザによって送信された上記
メッセージまたは通知を送信者として送信する工程と、
　受信者（上記システムに登録されたユーザ）がこの目的のために選択した利用可能なチ
ャネルを介して、上記送信者が送信した上記メッセージ、通知または警告を受信する工程
と、を含む電気通信方法。
【請求項１０】
　上記出力メッセージは、少なくとも国別コードと、受信者のナンバープレートと、予め
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定められた通信機能コードとで構成されていることを特徴とする、請求項９に記載の方法
。
【請求項１１】
　ユーザがメッセージデータを送信、受信、保存、および復旧することを可能とするアプ
リケーションプログラミングインターフェース（ＡＰＩ）を用いることで、ユーザに、あ
らゆるチャネルを介した自動通知を作成する全機能がいつでもアクティブ化または非アク
ティブ化できるように、また、個別または複数の通知チャネルを選択することが可能とな
るように、自身が常にアクティブにしておきたい通信機能、および上記ユーザとの通信方
法（チャネル）を、上記機能と上記チャネルに関係するマトリクスに基づいて管理させる
ことができることを特徴とする、請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　第１のユーザが通信を希望する車両のナンバープレートが上記データベースに登録され
ていない場合、上記サーバから、その状況を通知する上記出力メッセージが上記第１のユ
ーザに属する上記電気通信装置に送信されることを特徴とする、請求項９に記載の方法。
【請求項１３】
　上記データベースは、上記データベースに登録されたユーザが提供する情報によってリ
アルタイムで更新および修正され、さらに上記データベースは上記システムそのものによ
ってあらかじめ決定された間隔で更新され修正されることを特徴とする、請求項９に記載
の方法。
【請求項１４】
　上記登録済みユーザと上記サーバとの間のメッセージの送信、および上記サーバとある
ユーザとの間のメッセージの送信は、（ｉ）テキストメッセージ、（ｉｉ）ウェブまたは
インターネット通信、（ｉｉｉ）電子メール、（ｉｖ）音声通信およびアナログ方式の電
話手段の少なくともいずれか、（ｖ）上記サーバおよびビデオ装置の少なくともいずれか
に属するネイティブアプリケーションを介した通信、および（ｖｉ）その他の通信、のう
ち１つの通信チャネルまたは上記通信チャネルのさまざまな組合せによって行われること
を特徴とする、請求項９に記載の方法。
【請求項１５】
　上記第１のユーザからの上記出力メッセージの送信は、上記第１のユーザに属する上記
通信装置に配置された光文字認識手段（ＯＣＲ）、上記装置のカメラによってキャプチャ
された写真画像から開始することを特徴とする、請求項９に記載の方法。
【請求項１６】
　上記データベースにおいて、車両のナンバープレートに基づいて上記車両を検索するた
めの検索機能または検索エンジンを含むことを特徴とする、請求項６に記載の方法。
【請求項１７】
　上記ユーザに関連する装置は、公共および民間の、ＯＣＲによるナンバープレート認識
ネットワークを備えた通信プロトコルによって内部盗難防止セキュリティシステムまたは
説明した電気通信方法におけるサービスを実施するよう適合されたアプリケーションを有
することで、さまざまな戦略ポイントに配置した端末のさまざまなナンバープレート認識
システムとシグナルの交換または相互作用が行える環境において上記通信機能がアクティ
ブ化したとき、取締ネットワークまたは「グリッド」が明確となり、上記取締ネットワー
クまたは「グリッド」によって盗難車両であると示された車両は理論上その位置を探知さ
れることなく通行することができないことを特徴とする、請求項９に記載の方法。
【請求項１８】
　ユーザにリンクされた上記装置は説明した電気通信方法において、位置把握（ＧＰＳ）
システムサポートによって「地上の駐車位置を把握するシステムおよび方法」を実施する
よう適合されたアプリケーションを有し、上記位置把握（ＧＰＳ）システムサポートは、
ユーザが駐車場のニーズに関連したアプリケーション通信機能またはリクエスト通信機能
を同期させることを可能とすることで、街の特定のエリアで駐車場を探している人物がリ
クエストシグナルを送信し、同じエリアのある場所から移動する人物が上記リクエストシ
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グナルを受信し応答することができ、その状況が上記システムを介して表示されることを
特徴とする、請求項９に記載の方法。
【請求項１９】
　上記ユーザにリンクされた上記装置は、位置把握によって、ＧＰＳシステムの支援によ
って、また上記ユーザの通信装置または端末のカメラを介して、異なる車両ユーザの視点
を交換する機能を実施するために適合されたアプリケーションを有することで、ユーザは
、エリア地図上に、説明した視覚化機能をアクティブ化し表示させた別のユーザの視点を
選択し、上記他のユーザのカメラシグナルを介して、第２のネットワークユーザのおかれ
た環境の現況画像にアクセスすることができ、このため、ユーザは数あるツールの中でも
、遠隔地における交通「状況」、駐車場、道路、事故または上記ユーザが関心のあるその
他のあらゆる視覚情報を現況で視覚化したものにアクセスすることができることを特徴と
する、請求項９に記載の方法。
【請求項２０】
　上記ユーザにリンクされた上記装置は、自動メッセージ管理システムとともに、説明し
た上記電気通信方法において内部車両販売システムを実施するよう適合されたアプリケー
ションを有し、上記自動メッセージ管理システムは、車両の購入に関心を示す送信者から
のメッセージを受信すると、発売広告文や連絡先または掲載したいデータなどの、申出に
関するすべてのデータを含んだ自動返信で売主が応答することを可能とし、上記自動応答
メッセージは、予め定められた通信メッセージへ自動応答テキストを挿入するよう設計さ
れたテンプレートを使って、上記登録済みのユーザによってあらかじめ上記システムに入
力されていることを特徴とする、請求項９に記載の方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
（発明の目的）
　本発明の第１の様態において、車両のナンバープレートまたはライセンスプレートによ
って上記車両ユーザとの電気通信の確立を可能にする電気通信システムについて説明する
。本発明の第２の様態において、上記システムによって電気通信を確立する方法について
説明する。
【０００２】
　上記第１の様態、つまり上記システムは、車両ユーザの公的データによって、直接的か
つ即時的に、上記車両ユーザとの電気通信の設定を可能とし、それによって、数あるオプ
ションの中で、ユーザ自身または第三者（つまり車両ユーザ自身、歩行者またはその他の
人物、組織もしくは施設）の具体的な通信ニーズを即座に解決することを可能とする。
【０００３】
　第２の様態において、本発明は、上記システムを実施する、人から車両への（Ｐ２Ｖ）
電気通信方法を提案し、あらゆる車両ユーザの車両の公的データ、特に上記車両のナンバ
ープレートに基づいた公的データを介して、上記あらゆる車両ユーザとの電気通信の確立
を提供することを可能とする。本発明は、車両のナンバープレートを介した上記車両のネ
ットワーク接続によって、簡素に、かつ直接的に、車両ユーザ自身に関するすべての通信
のニーズを解決するチャネルの形成を可能とする。
【０００４】
　本発明が適用される分野は、通信方法に関するシステム、および人物間、特に車両ユー
ザ間の電気通信に関連するシステムの分野である。
【背景技術】
【０００５】
　我々は、あらゆる国で運転されている車両は、国際ナンバープレートシステムを使って
公的に識別されていることを知っている。このナンバープレートシステムは、公的な登録
によって、車両１台ごとに、上記車両の保有者に属するものとして、上記車両を特定する
唯一のコードまたは登録番号を有するものとして機能し、上記車両の所有者またはユーザ
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と連絡することが可能となっている。
【０００６】
　また、我々は、車両のさまざまな側面（行政的、法的、商業的な側面）について、上記
車両の保有者と連絡を取りたいという一定のニーズが存在することや、単純に所有者が法
人もしくは個人であるかについての必要情報または関連情報のニーズが存在することも知
っている。しかし、この一定のニーズにもかかわらず、情報管理は、技術的にも経済的に
も、加えて本目的を達成するために消費するエネルギー、すなわち既存の公的情報を介し
て車両ユーザと通信を確立させるために消費するエネルギーの観点からも大変費用が掛か
る。現在、民間人、企業、および行政そのものが情報および通信にアクセスするとき、間
接的で、高価かつあまり有効でない方法を採用している。したがって、迅速かつ機敏に車
両所有者と連絡または通信を確立することに問題が生じている。
【０００７】
　さらに、技術的現状においては、車両が車両と、または車両が外部装置と通信を行うこ
とを可能とし、互いに機能的もしくは有用な情報を交換する自動通信システムが多く存在
する。これらは、自動車メーカーが大量の資源を投資して開発、実装した、車間通信シス
テム（機械から機械へ）であり、上記車間通信システムのプロセスでは人の干渉が行われ
ない。これらのシステムは、ＯＣＲ、ＧＰＳ案内および位置などによって、交通量、安全
、非常時、事故、認識についてのアクティブかつ更新された情報を含む広範な通信サービ
スをユーザに提供することが可能である。
【０００８】
　上記システムの通信プロトコルとプロセスは、通信におけるユーザの干渉なしで車両間
の膨大な情報量を交換するための自動交換システムによって複雑になっている。自動車業
界の大手企業は、電話およびソフトウェア開発会社と協働してこの種の製品およびサービ
スの設計に取り組んでいる。e-calls、b-call、さらに精巧な盗難車両の位置特定手段、
車両の機械の状態に応じて走行距離を管理するシステム、道路案内または交通状況に関す
る最新の情報を提供するシステムなどは、今後近いうちにメーカーが車両に搭載するパッ
ケージの一部となるであろう。
【０００９】
　しかし、多くの場合において、これらのシステムではメッセージの送信や、交換を行う
車両ユーザ、または情報の送信先の車両ユーザとの動的な通信の開始を、人が送信者とな
って行うことができない。
【発明の概要】
【００１０】
（発明の説明）
　本発明に係る電気通信システムおよび方法は、ナンバープレートによって、言い換えれ
ば各車両のナンバープレートまたは登録を使うことによって、送信者側ユーザが車両の受
信者側ユーザとの通信を確立することを可能とする。上記方法は所望の通信機能を行うた
め、言い換えればメッセージを送信するために必要なすべての情報を含んだアルゴリズム
を生成する情報の同質の配列、すなわちコードを自動化する工程からなる。後者は、受信
者側ユーザのコードの使用に基づいて、ユーザ（送信者および上記受信者）間の通信を確
立することによって達成される。上記受信者側ユーザのコードは、国別コードとともに、
ナンバープレートおよび実行を所望する通信コードのコード、つまり機能コードから形成
されることが好ましく、上記機能は、あらかじめ決定された数の設定済通信機能から選択
される。上記通信機能を説明するために使われる文字もしくは用語、作成されたメッセー
ジ、またはメッセージをユーザに到達させるチャネルが変わったとしても、上記方法の総
合的な構造は変わらない。このように、メッセージによって形成された情報配列はアルゴ
リズムを生成し、上記アルゴリズムは、電気通信アプリケーションモジュールまたはコマ
ンドインタープリターによって解釈され、通信希望先の車両のナンバープレートにリンク
された受信者へとリダイレクトされる。
【００１１】
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　したがって、上記アルゴリズムは、上記送信者から上記受信者へ出力メッセージをリダ
イレクトする上記電気通信アプリケーションモジュールまたはコマンドインタープリター
に組み込まれるか解釈されるために、通信希望先の車両のナンバープレートと、予め定め
られたまたは暗号化された通信機能の情報ユニットとを含む少なくとも１つのコードを暗
示する。
【００１２】
　電気通信チャネルは主にインターネットおよび／または携帯電話を介した通信手段とし
て機能するよう実施されたネットワーク構造から形成されている。したがって送信者側ユ
ーザは、自身の車両に関する公的データを含んだ自身のオンラインプロフィールを介して
、別の受信者側ユーザに連絡を取ることができる。このような形で通信が確立し、データ
ベース内で設定済み機能がアクティブ化されていれば、個人データを公開する必要がまっ
たくない。上記データベースは、上記車両ユーザまたは所有者の個人情報および嗜好と同
様に、上記車両に関する公的情報を含む。
【００１３】
　このように、上記データベースに登録された送信者が、自身の公的な身分証明またはナ
ンバープレートを使って、同じく登録されている別のユーザと「人から車両への」通信を
確立したい場合、上記通信は、上記受信者側ユーザの予め定められたリクエストに応答す
るものであっても、上記送信者が主導して行うものであってもよい。また、正確なデータ
とともに確立させたい特定の電子通信機能に基づいた予め定められたコードを成功裏に送
信して、電気通信システムサーバに含まれている電気通信アプリケーションモジュールま
たはコマンドインタープリターによって解釈されるように、上記ユーザらが上記通信のた
めにアクティブ化したあらゆるチャネル（例えばSMS、電子メール、電話による通話、ウ
ェブアプリケーションもしくはモバイルアプリケーション、またはその周知のチャネル）
を介してもよい。上記受信者のナンバープレート、および上記予め定められた機能コード
を含む上記コードの主要部分は、ネットワークユーザの車両のナンバープレートから始ま
り、次に各生産国に１つずつ割り当てられた国際ナンバープレートコード（例えば、各国
の自動車の国際識別番号に基づき、スペインは「Ｅ」を使う）が続くことが好ましく、上
記コードは、上記データベースによって、上記ネットワークに登録された車両ユーザにリ
ンクされている。このコードに基づいて、上記送信者によって送信されたメッセージは、
上記電気通信アプリケーションモジュールによって解釈され、上記受信者が上記データベ
ースに登録されている場合は、上記データベースの上記受信者のプロフィールにおいてア
クティブ化された電気通信チャネルによって、上記受信者にリダイレクトされる。テキス
トメッセージにおいてナンバープレートに続く主要なコードは、受信する通信の種類とそ
の内容を決定するアルゴリズムを生成する。上記電気通信アプリケーションモジュールは
、上記メッセージコードを認識し解釈した後、上記メッセージコードを解読し、上記シス
テムにおいて受信装置がアクティブ化されている場合は、上記受信装置へリダイレクトす
る。
【００１４】
　オンラインされており、定期的に更新され、個人データが上記個人データの所有者、保
有者またはユーザによってのみ入力され管理される公開用車両データベース上に（ｉ）電
気通信アプリケーションモジュールまたは（ｉｉ）特定の設定済み通信機能にリンクした
コードに対応するコマンドの解釈・管理モジュールによって適用された上記方法によって
、上記システムがアクティブ化されると、ユーザの意思で上記ユーザの車両の公的ナンバ
ープレートコードを介して、上記ユーザ間で即座に電気通信を確立することができる（つ
まり、上記ユーザはアナログ方式通話またはＶｏＩＰ電話、ＳＭＳ、電子メール、ネイテ
ィブモバイルアプリケーションを介したデータトラフィックによる通知等を受け取る）。
【００１５】
　したがって、請求項１に係る電気通信システムは、本発明の第１の目的を達成する。
【００１６】
　また、本発明の第２の目的は請求項９に係る電気通信方法である。
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【００１７】
　上記に基づき、車両所有者が上記電気通信方法にしたがって上記通信機能を実行させる
ためには、上記システムは、すでに登録済みの送信者側ユーザまたは第１のユーザの通信
希望先の登録または車両ナンバープレートを確認する必要がある、つまり、上記データベ
ースに受信者側ユーザが存在するか立証する必要がある。上記受信者側ユーザが上記決定
されたシステムに登録されているのであれば、上記受信者側ユーザは、上記ユーザが設定
した利用可能なすべての通知の種類、および上記ユーザによって予め定められた好ましい
通信チャネルを決定する。これは、当事者が望まない個人データを知ることなく送信者か
ら受信者への通信を容易にする。
【００１８】
　通信を開始するためには、上記送信者は、少なくとも国別コードと、受信者ナンバープ
レートと、予め定められた通信機能コードと、で作られる出力メッセージを生成する。
【００１９】
　上記メッセージは、上記メッセージコードと登録を分析するようプログラムされた上記
電気通信アプリケーションモジュールに到達し、上記電気通信アプリケーションモジュー
ルは、例えば通信チャネルのように、上記受信者によって上記データベースに登録された
上記受信者の嗜好に基づいた結果として機能するため、上記サーバは、上記受信者によっ
てこの目的のために選択された上記チャネルを介して、完全なメッセージか、メッセージ
が存在するという通知のみを上記受信者に再送することができる。したがって上記サーバ
からの上記出力メッセージは上記受信者側ユーザによってあらかじめ決定され、アクティ
ブ化された通信機能に対応する。
【００２０】
　最後に、上記データベースに登録されており、かつ第１のユーザが通信を希望する車両
にリンクされた受信者側ユーザは、上記メッセージ、通知、または上記第１のユーザすな
わち送信者によって送信された通知を受信する。
【００２１】
　本発明の方法は、モバイル端末操作システムが有するネイティブアプリケーションによ
って、上記モバイル端末操作システムに実施してもよい。上記ネイティブアプリケーショ
ンにおいては、各機能のコードが機能アイコンという形でインターフェースの「下」に現
わされているので、送信者は、テキストメッセージや機能コードを書き込む必要はなく、
上記アプリケーションに、通信希望先のユーザの番号（ナンバープレート）を入力するだ
けでよい。言い換えれば、コード化する方法の全構造はインターフェースの下にある、上
記通信端末に組み込まれた機能アイコンによって示される。
【００２２】
　上記方法はまた、テンプレートによってフォーマットされていても個人化された設定に
よってフォーマットされていても、説明したコマンド配列によって従来の携帯電話から実
行することができる。
【００２３】
　第１の送信者側ユーザと、車両にリンクされた第２の受信者側ユーザとの間で上記人か
ら車両への通信機能を実行するためには、完全なナンバープレート（国別コード＋ナンバ
ープレート）、および上記ユーザらが設定したさまざまな通知ならびに予め定められた通
信チャネルを使って、上記ネットワークデータベースにおける上記ユーザらの登録（ユー
ザの存在）を立証する必要がある。このことは、当事者が望まない個人データを見つける
ことなく、送信者から受信者への通信を容易にする。
【００２４】
　通信チャネルとして、数ある中でも、ネイティブアプリケーションを介した通信チャネ
ル（モバイルアプリケーションによって通信と通知が管理される）、ウェブアプリケーシ
ョンを介した通信チャネル（ウェブを介した通知管理モジュール）、ＳＭＳを介した通信
チャネル、電子メール、ＶｏＩＰ、またはアナログ方式通話を介した通信チャネル、が考
えられる。
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【００２５】
　各ユーザは、上記システム上に、上記各ユーザが提供する個人設定に基づいた公開プロ
フィールを有する。プライバシーに関するユーザ設定に応じて、各ユーザは、自身がいつ
でも共有または編集を希望する公開情報を示す、それぞれに割り当てられたプロフィール
ページを持つ。同様に、各ユーザにリンクされた各車両の公開プロフィールも存在するで
あろう。プライバシーに関するユーザ設定に応じて、各ユーザは、自身がいつでも共有ま
たは編集を希望するすべての公開情報を示す、車両プロフィールのページと上記プロフィ
ールにリンクされた車両のページの両方を持つことになる。各車両の公開プロフィールは
ＵＲＬを有しており、上記ＵＲＬは共有されてもよい。上記ＵＲＬにより、ユーザによっ
て公開すると示されたデータまたは車両について公開されているデータへのアクセスが可
能になる。
【００２６】
　このユーザプロフィールは、ユーザがメッセージデータを送信、受信、保存、および復
旧することを可能とするアプリケーションプログラミングインターフェース（ＡＰＩ）を
含み、上記ＡＰＩによって、上記ユーザはあらゆるチャネルを介した自動通知を作成する
全機能がいつでもアクティブ化または非アクティブ化できるように、自身が常にアクティ
ブにしておきたい通信機能、および上記機能が通信される方法（チャネル）を、上記機能
と上記チャネルとの関係マトリクスに基づいて管理することができることを特徴とする。
さらに、上記通知チャネルは単独でも複数でも選択する（すべて選択する、まったく選択
しない、または幾つか選択する）ことができる。
【００２７】
　上記システムには、車両を登録したユーザにリンクされた上記車両の機能（高機能・低
機能・中機能）が存在する。このため、以下が必要である。
【００２８】
　－ナンバープレート：上記アプリケーションにおいて各車両に固有のコード。上記ナン
バープレートは国別コード（スペインの場合「Ｅ」）とナンバープレートそのものの２つ
の部分で構成される。
【００２９】
　－登録日。
【００３０】
　－追加的な車両データ：自動車のデータは連続して読み込まれる。
【００３１】
　－連絡用データ：アクティブなユーザの電話と電子メールはデフォルト設定で読み込ま
れるが、電話、電子メール、および連絡窓口はどのように修正してもよい。
【００３２】
　－車両に関するその他の一般データ
　－車両の使用に関する専門データ
　－車両に関する問い合わせデータ
　－車両状態に関するデータ
　－管理／改修／廃車（discharge）および譲渡
　上記システムに車両を導入する際に、上記システムは上記ナンバープレートが過去に登
録されていないことを立証し、登録されている場合には通知を送信する。自分の車両およ
び上記車両を登録したユーザプロフィールを検索するために、ナンバープレート検索への
アクセスは許可されている。
【００３３】
　上記ユーザは、誰と何の情報を共有したいかをいつでも管理することができる。したが
って、情報機密保管庫（information tight vault）に基づいて、データ公開システムが
確立される。上記機密保管庫に保管されるデータは次のとおりである：
　－ユーザデータ：ログイン、アバター、個人データ、連絡先データ、その他のデータ
　－車両データ：ナンバープレート、通信機能、状態機能、生産国、モデル、バージョン
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、走行マイル数、車両面積（ＰＣ）、車両に関するその他の一般データ、フォトギャラリ
ー、車両に関する残りの一般データ、つまり「私の車両」管理
　ユーザが共有したいと思う情報に基づいて、閲覧可能なレベルまたはプロフィールに掲
載する情報を公開する範囲に関する視覚的な制限を定義することができる。これらのレベ
ルは最も開かれている（公開）から最も制限されている（プライベート）という範囲に及
ぶ。これらの保管庫は、ユーザの嗜好に基づいて表示または非表示となる情報を含む。
【００３４】
　ユーザは、常にアクティブにしておきたい予め定められた電気通信サービスならびに機
能、および通信が行われる方法またはチャネルを管理できる必要がある。これは機能およ
びチャネルのマトリクスを生成する。すべての機能はチャネルを介して自動通知を作成し
、このマトリクスを介してアクティブ化または非アクティブ化される。複数の通知チャネ
ルを選択する（すべて選択する、まったく選択しない、幾つか選択する）ことが可能であ
る。
【００３５】
　上記システムはさらに、車両の所有者またはユーザの選択に応じて、いつでも編集する
ことができる、上記車両の異なる「状態」を示す機能を組み込む。上記「状態」は「アイ
コン」によって示される。したがって、本情報の視覚化は上記公開プロフィールに示され
るアイコンによって行われる。上記機能については、ユーザによって管理することが可能
であり、上記ユーザは上記公開プロフィール上で見ることができるまたはできないさまざ
まな「状態」を定義する。上記プロフィール上でアイコンによって定義される「状態」の
例としては、車両販売中、車両活動中、アクティブな受信箱、共用車両、盗難車両などが
挙げられる。
【００３６】
　上記システムは受信箱機能を有する。上記受信箱は、上記アプリケーションの他のユー
ザがあらゆるチャネル（音声、ＳＭＳ、コミュニティ等）を介して残したメッセージの共
同の場所となる。上記メッセージはテキスト、音声または画像メッセージであってよい。
上記受信箱は完全にＨＴＭＬを支援することもできなければならない。一定の時間内に同
じ受信者に送信されるメッセージの量と一定の時間内で送信されるメッセージの総数とを
制御することが可能である。受信者側ユーザはウェブアプリケーションまたはモバイルア
プリケーションを介して受信箱に残されたメッセージをいつでも見ることができる。上記
受信箱は、テキスト、関連するナンバープレート、送信済みデータなどを含むメッセージ
検索フィルタを有する。上記受信箱は車両の受信箱に残されたメッセージを含む。このよ
うな場合、上記メッセージには関連する車のナンバープレートが示される。ユーザはこれ
らのメッセージを編集したり削除したりできる。受信箱そのものは、ユーザがアクティブ
化または非アクティブ化できる機能である。
【００３７】
　設定したあらゆるチャネルを介したすべての通信において、通信レコードが作製される
。上記レコードは（ナンバープレートによって）車両と通信を送信したユーザとにリンク
される。
このように、上記ユーザプロフィールに関連する送信済みメッセージと、当該車両にリン
クされた受信メッセージの２種類のレコードが存在することになる。保存されるメッセー
ジは送信者側ユーザ、メッセージ、選択された通信チャネル（ＳＭＳ、電子メール、アプ
リケーションなど）、通信日、受信者側ユーザ（車両）または関連するとみなされるその
他のあらゆるデータであってよい。このレコードは永久にアプリケーションに保存される
が、もしユーザがこれ以上現在のレコードを見ることを希望しないのであれば、上記ユー
ザはこれに印をつけることができる（消去）。
【００３８】
　同様に、上記システムの中にもプロフィール検索機能（車両用）がある。上記プロフィ
ール検索に直ちにアクセスするためには、上記システムのデータベースにリンクされた検
索エンジン（サーチャー）があり、ナンバープレートおよび公開プロフィール上に示され
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る他の基準に基づいてサーチを実行する。上記検索エンジンは、ナンバープレートにテキ
ストが入力されるにつれて、結果を生成する（ライブ検索）。上記検索エンジンは上記検
索と一致するすべてのナンバープレートのリストを作成する。上記リストの各要素はユー
ザの公開プロフィールと車両の公開プロフィールのそれぞれにリンクを有する。
【００３９】
　読み込みが行われる通信機能については、アクティブな通信機能のみ表示される。通信
機能群からユーザによって選択された情報に基づき、上記アプリケーションは、設定され
たチャネルによって受信者が受け取るメッセージを送信することができる。これらの機能
は特に、（ｉ）通知通信システム（予め定められたメッセージ）、（ｉｉ）販売システム
（Ｐ２Ｖ－ＳＡＬＥ）、（ｉｉｉ）受信箱（あらゆる種類のメッセージが残されるところ
）（ｉｖ）端末の位置情報に関する機能（ｖ）等、であってよい。
【００４０】
　上記通知機能は、通常、送信される有用な情報を含んだ１つのテキストメッセージで構
成される。上記通知機能は、ナンバープレートコードとその後に続く主要コード（「迷惑
」「罰金」「距離」など）を有した簡素なテキストによって運用され、上記通知機能がコ
ード管理システムに到達すると、上記機能がアクティブになるように、上記通知を含んだ
上記ユーザ向けの、予め定められた出力メッセージ（「あなたの車が迷惑をかけています
」「罰金を科しました」「誰かがあなたの車に近づきました」など）を生成する。サーバ
が自動的に分析し管理することができる通知機能の幾つかは、他の多くの可能性の中でも
、フリーテキスト、迷惑、罰金を科した、罰金、連絡、販売、共有、到着、忘れ物、好意
（courtesy）、標識、オンライン、などがある。
【００４１】
　上記システムのその他の具体的な機能、および既に言及されたプロセスに追加されるプ
ロセスのその他の特徴を以下に説明する。
【図面の簡単な説明】
【００４２】
　本発明の範囲の説明を補足するために、また、自らを区別する特徴をよりよく理解する
ために、本明細書は固有の図面群を添付するが、上記図面群の事例を限定するものではな
い。
【図１】本発明に係る一般的な電気通信方法の図である。
【図２】図１で示す電気通信方法が適用された具体例を示したブロック図である。
【図３】発信装置における、モバイルアプリケーションからの通常の電気通信方法の図で
ある。
【図４】図３で示す電気通信方法が適用された具体例のブロック図である。
【図５】上記モバイルアプリケーションからの、本発明に係る電気通信方法が、販売機能
に適用された具体例のブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００４３】
（発明の好ましい実施形態）
　以下は、本発明のさまざまな好ましい実施形態に基づいた発明の詳細な説明である。
【００４４】
　上述した説明および本発明の目的に係る、一般的な様式の電気通信方法の第１の例を図
１に示す。図１に示した電気通信方法は、データベースに登録された２人のユーザ間での
通信を示している。それゆえ、本発明に係るシステムにおいて、上記ユーザのうちの１人
が、上記データベースにおいて、上記システムで予め定められた通信機能をアクティブ化
する。
【００４５】
　この図において、送信者は本発明に係るＰ２Ｖ（人から車両へ）システムとともに上記
送信者の通信装置をアクティブ化する。上記送信者側ユーザはある車両のユーザに上記車
両のナンバープレートによって連絡を取りたいとする。上記送信者側ユーザは上記ナンバ
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ープレートを知っているかもしれないし知らないかもしれない。もしナンバープレートが
分からない場合、上記Ｐ２Ｖ（Ｐ２Ｖデータベース）が照会され、上記ナンバープレート
がＰ２Ｖデータベースに登録されている場合は、上記システムは上記Ｐ２Ｖシステムのア
クティブな機能および利用可能な連絡チャネルなどの公開情報を、上記送信者に転送する
。上記ナンバープレートが上記Ｐ２Ｖシステムのデータベースに登録されていなかった場
合、上記送信者側ユーザは上記車両のユーザとの通信を確立することができない。
【００４６】
　反対に、上記ナンバープレートが上記Ｐ２Ｖのデータベースに登録されていることが分
かった場合、上記送信者側ユーザは上記ナンバープレートと上記システムにおいて予め定
められた機能コードとを含んだ出力メッセージを書き込む。上記メッセージは、アルゴリ
ズムでコード化された後、上記予め定められたメッセージを再送する電気通信アプリケー
ションモジュールおよび上記Ｐ２Ｖシステムの電気通信サーバを介して受信者に送信され
る。言い換えれば上記受信者によって選択された予め定められたチャネルを介して上記ナ
ンバープレートにリンクされたユーザに送信される。したがって上記メッセージは、上記
受信者が選択した装置において受信される。上記装置は上記送信者側ユーザに応答するか
否かを選択する権限が与えられている。
【００４７】
　具体的には、図２に示す例において、上記アクティブ化された予め定められた機能は「
ＢＯＴＨＥＲ」（迷惑）機能である。上記機能は、ユーザの車両が第３者に迷惑をかけて
いるさまざまな場合、上記ユーザが警告を受け取るように、上記電気通信アプリケーショ
ンモジュールに権限を与える。
【００４８】
　第１の車両が第２の車両に迷惑をかけており、双方の車両が上記システムに登録されて
いる状況では、上記第２の車両のユーザ（送信者側ユーザ）は、連絡先データを知らない
第１の車両のユーザ（受信者）の通知を希望する。上記送信者はまず、連絡希望先の車両
のユーザが上記システムまたは上記システムのデータベースに登録されているかどうかを
確認するために、各車両が公的ナンバープレートで登録および特定されている上記Ｐ２Ｖ
システムに照会しなければならない。上記システムは上記受信者の登録を確認し、また、
適切な場合は上記受信者によってこの目的のために定義された予め定められた通信機能を
確認し、上記システムを介して上記受信者に連絡するためにメッセージを送信する。上記
システムは、上記メッセージが公的な識別コードまたはナンバープレート、および予め定
められた通信機能コード（この場合「迷惑」）で構成されるよう、上記受信者の登録を確
認する。例えば、送信された上記メッセージのコードは「Ｅ－１１１１ＡＡＡ－ＢＯＴＨ
ＥＲ」となる。上記メッセージは国別コードと、上記受信者のナンバープレート（１１１
ＡＡＡ）と、上記予め定められた通信機能コード（ＢＯＴＨＥＲ）で構成されている。
【００４９】
　上記Ｐ２Ｖシステムの上記電気通信アプリケーションモジュールを介して、上記サーバ
は、上記送信者がこの目的のためにアクティブ化した任意のチャネルを介して上記メッセ
ージを受信する。上記サーバは、上記受信者が上記システムに登録されているかどうかを
確認し、上記メッセージを解釈し、上記メッセージに含まれた上記予め定められた機能コ
ードに対応する機能を上記受信者がアクティブ化しているかどうかを確認する。上記受信
者が上記機能をアクティブ化している場合、上記サーバは、上記データベースにおいて上
記受信者が定義した好ましいチャネルを介して、上記受信者に通信機能「ＢＯＴＨＥＲ」
に対応する出力メッセージを再送する。
【００５０】
　上記受信者は上記出力メッセージによって「あなたの車が迷惑をかけています」という
通知を受け取り、上記出力メッセージに応答してもよいししなくてもよい。
【００５１】
　予め定められた通知機能に関する別の例として、送信者がＦＲＥＥ－ＴＥＸＴ（フリー
テキスト）機能を実行する例について説明する。上記ＦＲＥＥ－ＴＥＸＴ機能は、受信者
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がこの種の通信を受信できるように設定している場合、特定の受信者に対して送信する、
あらかじめ決定されたテキストメッセージと等しい機能を有する。上記送信者によって送
信されるメッセージは、国別コードと、ナンバープレートと、機能コード（ＦＲＥＥ－Ｔ
ＥＸＴ）と、送信者によって入力される任意のテキストと、でコード化される。
【００５２】
　例えば、上記コードは「Ｅ－１１１１ＡＡＡ－ＦＲＥＥ－ＴＥＸＴ」－「送信者が送信
したいテキスト」となる。このテキストは、上記サーバから受信者側ユーザへと送信され
る出力メッセージに文字通り複製され、上記サーバは上記受信者側ユーザによってアクテ
ィブ化されたチャネルを介して、上記受信者側ユーザに対して通知を作成する。上記チャ
ネルは、フリーテキストメッセージとユーザプロフィールへのリンクが送信される「ＳＭ
Ｓチャネル」、フリーテキストメッセージとユーザプロフィールへのリンクが送信される
「電子メールチャネル」、フリーテキストメッセージとユーザプロフィールへのリンクが
送信される「ウェブチャネルまたはモバイルチャネル」、およびその他を含んでもよい。
【００５３】
　別の例として、送信者が予め定められた「ＣＯＮＴＡＣＴ」（連絡）機能を実行したい
場合、上記「ＣＯＮＴＡＣＴ」機能が上記送信者のリクエストメッセージを伴う一般的な
連絡となる例を説明する。先の構造にならって、上記メッセージは、国別コード、ナンバ
ープレート、機能コード（ＣＯＮＴＡＣＴ）としてコード化される。
【００５４】
　この場合、上記コードは「Ｅ－１１１１ＡＡＡ－ＣＯＮＴＡＣＴ」となる。上記サーバ
によって受信者側ユーザに送信された上記メッセージは、上記ユーザに対して通知を作成
する。上記通知は、「ＳＭＳチャネル」を介して、「私と通信設定してください」という
メッセージとユーザプロフィールへのリンクが送信されること、「電子メールチャネル」
を介して、「私と通信設定してください」というメッセージとユーザプロフィールへのリ
ンクが送信されること、「ウェブチャネルまたはモバイルチャネル」を介して、「私と通
信設定してください」というメッセージとユーザプロフィールへのリンクが送信されるこ
と、およびその他であってよい。
【００５５】
　上記システムはまた自動応答のサブシステムを含む。サービスの予め定められた機能の
幾つかは、片方向のメッセージまたは通知（例えば通知機能）のみで終了するが、ユーザ
間で双方向通信を始めるものもある。このため、上記通信方法における、情報交換または
登録済みユーザの２者間通信を暗示する特定の予め定められた機能に関しては、受信者側
ユーザは、最初のメッセージを受信した際にアクティブ化する自動応答システムを有する
ことが可能である。したがって、上記電気通信アプリケーションモジュールは最初のメッ
セージを受信した後自動返信メッセージで応答するように、上記サーバを介して自動的に
メッセージを管理する。上記自動返信メッセージは、予め定められた通信メッセージに返
信するための自動応答テキスト、画像または音声を挿入するよう設計されたプロフィール
ツールを用いて、上記ネットワークに登録された上記受信者側ユーザによって上記システ
ムに前もって導入されていてもよい。上記自動応答システムは、すべてのデータ交換プロ
セスを自動化することができるため（上記システムの応答情報はメッセージに一度だけ示
される）サービス機能、特に商業取引、販売、情報などの機能を決定するうえで、ユーザ
にとって大変有用となるであろう。
【００５６】
　例えば「ＳＡＬＥ　ＦＵＮＣＴＩＯＮ」（販売機能）が使われている場合、ユーザはそ
れによって、車両が販売中であると判断する。上記自動メッセージ管理システムは、車両
の購入に関心がある送信者からのメッセージを受信した後、販売告知テキスト、連絡手段
、ユーザが含めたいデータ、オンラインプロフィールへのリンクという形で、さらには可
能性として上記車両の画像を添付したり、上記車両の写真をMMSで送信したりする形で、
申出に関するすべてのデータを含んだ自動返信メッセージで応答する。上記自動返信メッ
セージは、予め定められた通信メッセージに返信するための自動返信テキストを挿入する
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よう設計されたプロフィールのひな型を用いて、上記ネットワークに登録された上記ユー
ザによって上記システムに前もって導入されていてもよい。
【００５７】
　上記「ＳＡＬＥ　ＦＵＮＣＴＩＯＮ」は本発明の電気通信システムおよび方法の適用を
暗示するが、本発明の電気通信システムおよび方法は、現在周知の電気通信システムまた
はプロセスではいまだ効率的にまたは十分に解決していない、または上記周知の電気シス
テムまたはプロセスによって導き出すこともできない。したがって、上記告知の管理を容
易にするためには、ユーザは自らのプロフィール上に、仮想ひな形にアクセスを許可する
ツールまたは機能を有し、上記ツールまたは機能は、自動化された方法で自身の車両の販
売を管理することを可能とする。上記ユーザは、さまざまなシステムチャネルを介して、
自身のユーザプロフィール上に「車両販売中」を表す記号を示すこと、内部の売買ページ
に公開すること、または上記システムにおいて電気通信機能「販売」をアクティブ化させ
ること、により自身のメッセージまたは申出を公表することができる。上記送信者はさら
にインターネット広告ポータルなどの外部サポートに公表する標準的な告知を生成しても
よい。モバイルアプリケーションを介して上記販売の管理が行われる場合、上記モバイル
アプリケーションは販売プロフィールへとリダイレクトすること（端末から売買プロフィ
ールを統合させて販売プロフィールの読み込みを行うか、デフォルト設定でブラウザを開
始させてプロフィールの読み込みを行うか）が可能である。
【００５８】
　車両を販売するユーザは、上記システムの「ＳＡＬＥ」の返信通信機能を用いることが
できる。この機能を用いると、ある送信者がメッセージを送信すると、上記送信者に対し
て、上記ユーザによって事前に入力された販売プロフィールのウェブアドレスまたは予め
定められたメッセージを含んだ応答メッセージを自動的に生成することが可能である。上
記サーバは送信者の関心を示すメッセージを受信した後、その通知管理機能を介して、通
話、SMS、電子メール、またはこの目的のために利用可能としたいかなるチャネルによっ
て、販売告知テキスト、ユーザが含めたい連絡先データ、ユーザが含めたいデータ、オン
ラインプロフィールへのリンクという形で、さらには可能性として上記車両の写真を添付
したりする形などで、申出に関するすべてのデータを含んだ自動返信メッセージで応答す
ることができる。上記自動返信メッセージは上記登録されたユーザによって前もって上記
システムに導入されていてもよい。
【００５９】
　上記で説明したとおり、通信チャネルは、上記サーバを介して送信者から受信者へメッ
セージを送信するために使われる手段であることが理解されている。上記受信者側ユーザ
は受信したい機能およびこれらの機能のそれぞれに対して使われるチャネルを選択する責
任がある。チャネルとしては以下に示すものが使われる：
　－ＳＭＳチャネル：受信者とＳＭＳで通信が確立した場合、メッセージはメッセージ送
信経路に沿って送信される。上記メッセージ送信経路はナンバープレートに基づいており
、上記車両を所有するユーザの電話番号に向けてメッセージを生成する。送信者からのＳ
ＭＳの出力は（ｉ）アプリケーションから上記サーバへの送信サービス（送信経路）を使
って、または（ｉｉ）ＰＲＥＭＩＵＭ（プレミアム）ナンバーを介して行う２通りの方法
がある。
【００６０】
　－電子メールチャネル：受信者と電子メールで通信が確立した場合、上記通信はＳＭＴ
Ｐ電子メールサーバによって行われる。
【００６１】
　－ウェブチャネルまたはモバイルアプリケーションチャネル：アプリケーションを介し
て受信者と通信が確立した場合、モバイルアプリケーション（モバイル運用システムその
ものに関する）と、ウェブの、プライベートユーザエリアにアクセスする部分との双方に
おいて、通知（通知）が作成される。これらの通知は、開封されるとすぐ、自動的に「既
読」として示されレコードに移動され、未読の通知のみが表示される。
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【００６２】
　－アナログ方式の通話：この方法は、上記システムに属する電話番号に電話をかける工
程からなり、上記システムには、連絡希望先のナンバープレートが示される。アプリケー
ションモジュールおよびサーバに加えて、この方法は、上記ンナンバープレートが上記シ
ステム内でアクティブなユーザに属するものであるかどうかを表示し、適宜、当該ナンバ
ープレートにリンクされた電話番号（非公開）に電話を再送する。これは従来の携帯電話
やスマートフォンに搭載されたネイティブアプリケーションから行うことができる。受信
者側ユーザが音声「通話」機能をアクティブ化している場合、ナンバープレートは、既に
アプリケーションに組み込まれている、上記システムに属する電話番号、例えば９００－
２に送信される。この共有の番号を用いながら、上記ナンバープレートコードと関連する
上記受信者の電話番号（非公開）へと電話の転送が行われる。アナログ通話は携帯電話か
ら携帯電話へ、電話から送信者へと、上記受信者の電話へとルーティングされる。
【００６３】
　－ＶｏＩＰチャネル：ＩＰ経由の音声データプロトコルを介して受信者と通信が確立し
た場合、ナンバープレートによる直接的な通信のために上記ＩＰ経由の音声データプロト
コルをアプリケーション内へと組み込む必要がある。また、ＳｋｙｐｅまたはＧｔａｌｋ
のような外部プログラムを介して、上記ＶｏＩＰ通信を統合させることもできる。これら
のサービスに関連するユーザデータが収集され（入力されているのであれば）上記アプリ
ケーションは送信者からユーザ（上記受信者）への電話を「管理」する。
【００６４】
　同様に、上記電気通信方法は、ネイティブアプリケーションによって、モバイル端末運
用システムに実施されてもよい。上記ネイティブアプリケーションでは、全ての方法アー
キテクチャが、通信端末に組み込まれた機能アイコンによってあらわされるインターフェ
ースの下にある。上記ネイティブアプリケーションは（スマートフォンの）最新世代のモ
バイル端末運用システムに実施されるよう設計されているため、送信者および受信者が上
記アプリケーションを使って、本発明に係る上記電気通信方法を双方向（つまり、送信お
よび受信）で管理することが可能となる。モバイル装置向けのこのアプリケーションは、
スマートフォンとそのスクリーンを介して、ウェブアプリケーション（ＡＰＰ　Ｐ２Ｖ）
へアクセスすることを可能とする。
【００６５】
　図２に示す例において、モバイルアプリケーション（ＡＰＰ　Ｐ２Ｖ）から、説明した
通信機能を行うためには、同様に、上記アプリケーションを使いながら完全なナンバープ
レート（国別コードとナンバープレート）の登録を立証する必要がある。言い換えれば、
上記予め定められた通信チャネル、すなわちＳＭＳ、電子メール、ＶｏＩＰ、アナログ方
式の通話等を介したアプリケーション（上記モバイルアプリケーションによって管理され
る通信および通知）、ウェブアプリケーション（ウェブ通知管理モジュール）と同様、上
記システムのデータベースにおけるユーザおよび上記ユーザが設定したさまざまな通知の
存在が立証される必要がある。
【００６６】
　上記システムは、受信者側ユーザに対して、メッセージ内で上記受信者がアクティブ化
した機能を送ることを希望する発信者に属する装置にのみ搭載される。例えば、ユーザは
、数ある中で、通知通信システム（予め定められたメッセージ）、売買（Ｐ２Ｖ－ＳＡＬ
Ｅ）システム、受信箱（あらゆる種類のメッセージが保管されるところ）、端末の位置把
握機能などから選択してもよい。同様に、ナンバープレートを使ってユーザプロフィール
を検索し、選択したプロフィールの公開ページに上記発信者側ユーザを示すことができる
よう、上記モバイルアプリケーション内でナンバープレートによる検索を可能とする検索
ツールまたは検索エンジンが利用可能である。この公開プロフィールは、上記データベー
スに登録されたユーザが自身のプロフィール上に、ならびに自身の車両の公開データが示
された他のスクリーン上に示したいデータ、上記ユーザがアクティブ化した通信機能、お
よび通信を希望するまたは受信することができるチャネルから構成される。このプロフィ
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ールページを使用することで、本発明に係る通信方法へのリンクが利用可能となる。この
ように、通信リクエスト、つまり送信者が送信するメッセージは、次の方法で送信される
。
【００６７】
　－アプリケーション検索エンジンに、書き込みまたは音声コマンドによって所望のナン
バープレートを入力する（ＳＣＲＥＥＮ　ＳＥＡＲＣＨ）（画面検索）。この検索は検索
対象の車両ユーザのオプションへのリンク、および上記車両ユーザが有効にしている通信
機能及び受信チャネルへのリンクを生成する。
【００６８】
　－もちろん、受信者の車両が上記システムに登録されていない場合は、上記システムは
その存在の有無に関して通知を行う。
【００６９】
　－文字認識画面を介して：ＯＣＲを備えた電話カメラによりキャプチャされたナンバー
プレートの画像を用いる。電話カメラはモバイルアプリケーションからリクエストを開始
し、認識されたデータに基づいて検索を行うために通知をスキップする。上記検索は、検
索対象の車両ユーザが上記システムに確かに存在する場合は、検索対象の車両ユーザに関
する利用可能なオプションへのリンクを生成し、もし存在しない場合は、上記検索対象の
車両ユーザは存在しないことが通知される。
【００７０】
　メッセージが送信されると、上記モバイルアプリケーション自身から上記方法を操作す
る工程は、図１および図２で示す一般的な方法で説明したものと同じ工程を含む。
【００７１】
　以下に、上記予め定められた通知機能を参照しながら、図３で説明した方法にならって
、モバイルアプリケーションから行う上記電気通信方法に関する特定の実施形態例を２つ
説明する。上記特定の実施形態例はそれぞれ、送信者がＦＲＥＥ　ＴＥＸＴ機能（図４）
を使う操作方法と送信者がＳＡＬＥ機能（図５）を使う操作方法である。上記ＦＲＥＥ　
ＴＥＸＴ機能は、あるユーザが特定のユーザに送信する特定のメッセージと等しいもので
あり、上記ＳＡＬＥ機能は、受信者がこの種の通信を受信できるよう設定している場合、
特定の受信者に対して送信される販売通知と等しいものである。
【００７２】
　両方の例において、ユーザ１は、ユーザ２の車両のナンバープレートＥ１１１１ＡＡＡ
を介して、フリーテキストメッセージを送信するため、またはユーザ２の販売する車両に
関心があることを示すためにユーザ２との通信を希望する。このため、ユーザ１は、自身
の装置の画面を介してモバイルアプリケーションを開始し、タイピング、音声、もしくは
上記装置のカメラ（ＯＣＲ）によってナンバープレートを入力する。上記ナンバープレー
トコードが上記アプリケーションに入力または認識されると、上記アプリケーションは、
このナンバープレートが上記データベースに登録されているかどうかを立証するために、
上記システムに登録された車両データベースを照会するリクエストを行う。上記データベ
ースは、主にユーザ２が登録されている、および／またはユーザ２がアクティブである場
合、リクエストされたデータと、ユーザ２がアクティブ化した機能およびチャネルが上記
システムに登録されている場合は、上記機能およびチャネルとを返信する。ユーザ２が上
記システムに登録されている場合、ユーザ１は、上記モバイルアプリケーションを介して
、自身の装置の画面上にユーザ２がアクティブにしているシステム機能を表示し、ユーザ
１が関心がある機能を選択する。
【００７３】
　図４の例において、ユーザ１は、送信チャネルと、あらかじめ決定された「ＦＲＥＥ　
ＴＥＸＴ」機能とを選択し、送信用のテキストを書く。一方で図５の例においては、ユー
ザ１は送信用チャネルと、あらかじめ決定された「ＳＡＬＥ」機能とを選択する。
【００７４】
　続いて、少なくとも国別コード（Ｅ）と、受信者のナンバープレート（１１１１ＡＡＡ
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）と、予め定められた通信機能コード「ＦＲＥＥ　ＴＥＸＴ」または「ＳＡＬＥ」（例に
よって異なる）からなる出力メッセージが送信される。上記の構成に基づき、上記受信者
および上記通信手段、上記電気通信アプリケーションモジュール並びにサーバは、上記受
信者、すなわち上記ナンバープレート１１１１ＡＡＡによって上記車両とリンクされたユ
ーザ２に出力メッセージを再送し、ユーザ２によって事前に選択されたチャネルを介して
通知を作成する。
【００７５】
　ユーザ２は、ユーザ１が送信したメッセージを受信する。例えば、図４の例においては
、ユーザ１によって書かれたフリーテキストを受信する。一方、図５の例においては、上
記ユーザは、例えば、「あなたの車両に関心があります。連絡をください」といった予め
定められたテキストを受信する。
【００７６】
　ユーザ２は、自身のモバイル装置にインストールされたモバイルアプリケーションを介
してメッセージを受信することが好ましい。上記メッセージに対しては、応答してもしな
くてもよい。
【００７７】
　上記モバイルアプリケーションは、上記ですでに説明した、アプリケーションチャネル
、ＳＭＳチャネル、電子メールチャネル、アナログ方式通話モバイルチャネル、ＶＯＩＰ
チャネルなどのさまざまな通信チャネルを管理することができる。
【００７８】
　加えて、次に説明する方法で作動する特定のチャネルまたは「アプリケーション」チャ
ネルがあってもよい。上記アプリケーションを介して受信者との通信が確立した場合、モ
バイルアプリケーション（モバイル運用システムに関する）と、ウェブの、プライベート
ユーザエリアにアクセスする部分の双方において通知が作成される。これらの通知は、開
封されるとすぐ、自動的に「既読」として示されレコードに移動され、未読の通知のみが
表示される。この通信プロセスの例としては、（ｉ）送信者がメッセージコードと、ナン
バープレートと、通信手段を含む出力メッセージを生成するプロセスと、（ｉｉ）サーバ
が上記コードと、上記ナンバープレートと、上記通信手段を分析し、受信者側ユーザに属
する、上記ウェブの部分と上記モバイルアプリケーションにおいて通知が作成するプロセ
スが挙げられる。
【００７９】
　上記モバイル端末操作システムに実施された上述のアプリケーションは、すでに説明し
たとおり、次に挙げるようなさまざまな機能または特徴を有している。
【００８０】
　－登録済みユーザがアクティブにしておきたい通信方法のサービス、および上記登録録
済みユーザ間での通信を確立するためのチャネルを管理することで、機能およびチャネル
のマトリクスを生成する。任意のチャネルを介して自動通知を作成するすべての機能は、
アクティブ化しても非アクティブ化してもよく、複数の通知チャネルを選択する（言い換
えればすべて選択する、まったく選択しない、または幾つか選択する）ことができる。
【００８１】
　－設定されたチャネルごとに通信レコードを生成する。このレコードは、ナンバープレ
ートによって車両とリンクされる、また、拡大解釈をすれば、上記レコードを送信したユ
ーザとリンクされる。このように、２種類のレコードが存在する。１つはユーザプロフィ
ールにリンクされた送信済みのメッセージに関するレコード、もう１つは当該車両にリン
クされた受信メッセージに関するレコードである。保存される情報は送信者側ユーザ、メ
ッセージ、通信チャネル、日付、受信者側ユーザ（車両）などであってよい。
【００８２】
　－受信箱機能：受信箱はナンバープレートに関係するアプリケーションユーザのための
メッセージが残される場所であり、上記メッセージはモバイルアプリケーションまたはウ
ェブアプリケーションで生成されると理解されている。上記メッセージはどのような文字
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で作成されてもよいため、ユーザはテキストまたは画像を、ギャラリーなどの形でアップ
ロードすることができる。
【００８３】
　－ＯＣＲ（光文字認識）システム：モバイルアプリケーションが上記装置または端末の
カメラによる文字認識を介してナンバープレートを認識する能力を支援するシステム。上
記アプリケーションは、視覚認識システム、すなわち視環境における対象物（写真画像）
を認識するプログラムに基づいて開始し、上記システムから検索や通信を開始する。上記
システムは特定のユーザおよび自動情報交換プロトコルの双方に適用されてもよく、公的
または民間のナンバープレート認識システム、すなわち特定のナンバープレートにリンク
されたプロフィールへのメッセージまたはサービスをなす通信送信者または通信手順標識
といった、ナンバープレート（ＯＣＲ）認識プログラムに基づいて自動的に実行される通
信手段、と相互に作用してもよい。例えば、駐車場や有料道路において交通違反、迷惑車
両、または迷惑駐車を取り締まり、直ちにレーダによる罰金を通知するために、ＯＣＲを
ルーフに搭載した市役所の移動車を介して、移動しながら写真撮影を行い、罰金を通知す
る。このシステムは、機械に搭載されたナンバープレート認識プログラムにおいて開始さ
れたすべてのニーズまたは、メッセージのためのアプリケーション、機能およびサービス
を管理することが可能とする。これらの場合においてメッセージの送信者は、車両にリン
クされたユーザではなく、特定のメッセージを受信者側ユーザに送るサーバにアクセスす
る機械である。
【００８４】
　ナンバープレート認識システム（ＯＣＲ）と組み合わせた、本発明で説明した電気通信
システムおよび方法の使用は、現在のところ周知の電気通信システムまたは方法を適用し
てもいまだ効率的または十分に解決していないか、上記周知の電気通信システムまたは方
法によって導き出すことができない。例えば、内部通信システムが挙げられる。したがっ
て、本発明は、あらゆる先進国に存在する公的および民間のＯＣＲナンバープレート認識
ネットワークを備えた通信プロトコルを適用することによって、上述の電気通信システム
において、盗難防止セキュリティーサービスまたはシステムを実施することを可能とする
。このように、上記システムが異なる戦略ポイント（駐車場、高速道路、ガソリンスタン
ド、有料道路など）に設置された端末のさまざまな登録認識システムとシグナルの交換又
は相互作用が行える環境において、通信機能がアクティブ化し盗難車両のユーザプロフィ
ールにリンクされると、取締ネットワークまたは「グリッド」を明確にすることができ、
盗難車両であると示された車両は、理論上その位置を探知されることなく通行することが
できず、効果的な盗難防止システムを構築することになる。同様に、補足的手段として、
車両の盗難にあったユーザは、アクティブ化した盗難車両アイコンを使って自身のプロフ
ィールで状況を伝えることができる。このようにして、オンラインで車両プロフィールに
関する公開データに誰でもアクセスすることができ、この件について何か情報を提供でき
ないか尋ねるためにユーザと通信を行うことができる。例えば、通りで見かけた車両が気
になった場合、ウェブサイトへアクセスして登録を検索し、上記車両が盗難車両としてリ
ストアップされているかどうかを直ちに確認することができる。
【００８５】
　同様に、上記プロセスは、アプリケーションの全ての機能が拡張現実機能に組み込まれ
、端末カメラが常に示す環境の画像上にすべての有用な情報、アクティブなシステム通信
機能、ユーザプロフィールに関する公開データなどが返信されるよう、拡張現実のシステ
ムおよび機能を有するアプリケーションを含んでもよい。
【００８６】
　運転中にモバイル装置が使用されているときは音声制御システムによる上記方法の管理
が必要とされる。音声認識システムによって管理するモバイルアプリケーションは、音声
コマンドによってすべての通信機能を実行することができることに加えて、すべてのデー
タ入力を口述で行うことができる。
【００８７】
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　モバイル端末運用システム（スマートフォン）のＧＰＳ機能にアプリケーションを統合
させることによってユーザの位置情報を把握する、システム機能に関連した位置情報把握
機能またはソリューション。ユーザの現在位置周辺エリアの地図上で、上記システムのさ
まざまな通信機能をアクティブ化することが可能となるであろう。したがって、他のユー
ザらは自身のＧＰＳで、仮想地図上に示される異なるアイコンを介して、地図上のそれぞ
れのエリアに上記ユーザらによってアクティブ化された上記システムの予め定められた通
信機能を見ることができる。全地球測位システム（ＧＰＳ）と組み合わせた、本発明で説
明した電気通信システムおよび方法の使用は、現在のところ周知の電気通信システムまた
はプロセスを適用してもいまだ効率的または十分に解決していないか、上記周知の電気シ
ステムまたはプロセスによって導くことができない。例えば、以下の通り。
【００８８】
　本発明は、説明した電気通信方法において「地上の駐車位置を把握するシステムおよび
方法」を実施することができる。上記方法は、上記通信システムにおいて位置把握（ＧＰ
Ｓ）サポートを使い、駐車場ニーズに関するリクエスト通信機能と需要通信機能を同期さ
せることができる方法を実施する工程からなる。このようにして、街の特定のエリアで場
所を探している人物はリクエストシグナルを送信することができ、上記リクエストシグナ
ルは同じエリアの別の場所を離れる人物によって受信できる。これらの通信すなわちリク
エストシグナルならびにシグナル化はすべてデフォルト設定により自動化されている。こ
のため、当該エリアの地図を開くと、駐車場所を探している人物は駐車場所から離れるす
べての車両の位置を見つけることとなり、ちょうど空きができた空間が視覚化されること
になる。上記方法は、車両ユーザによる駐車場所の要求と、他のユーザが離れることで生
じた空きスペースの申出とを「同期」させ、上記システムを介してそのように示すことを
可能とする。
【００８９】
　また、上記で説明した通信方法において、本発明は、位置把握によって、ＧＰＳシステ
ムの支援によって、また上記端末のカメラを介して、さまざまな車両ユーザの視点を交換
する機能を実施することも可能である。したがって、ユーザは「ＥＹＥＳ」機能をアクテ
ィブ化させ、「ＥＹＥＳ」機能を反映した別のユーザをエリア地図上で選択し、上記ユー
ザのカメラを通じて、上記別のユーザが位置する環境を見ることができる。システムユー
ザ間で視点を交換することで、各ユーザは別のネットワークユーザの周囲の風景にアクセ
スすることができると理解される。したがって、上記システムに上記サービスを実施する
ことに加えて、カメラとＧＰＳを備えたモバイル装置が必要となる。上記機能は位置把握
機能とともに環境視覚化機能をもたらし、別のユーザのカメラシグナルを介して任意の離
れた場所を、上記通信機能と接続した第２のユーザの視点を介して移動中の車内および車
外を見ることができる。加えて、ユーザは、交通カメラ、駐車場カメラ、広域カメラ等の
、内蔵型カメラを搭載した他の装置のシグナルとも接続することができる。上記機能はユ
ーザが、数ある他の有用な機能の中から、遠くの場所の「交通状況」、駐車場、道路、事
故、またはその他関心のある視覚情報を直接視覚化することを可能とする。
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】

【手続補正書】
【提出日】平成25年11月29日(2013.11.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　数ある他のタスクから、車両のユーザと、上記車両のナンバープレートの公的コードを
介して電気通信を確立し、少なくとも１人の車両ユーザに、上記車両のナンバープレート
の公的コードを介してメッセージまたは通知を送信することが可能な電気通信システムで
あって、
　通信希望先の車両のナンバープレートおよび予め定められた通信機能コードを含む出力
メッセージを少なくとも１つ送信することに適した、電気通信能力を有する送信装置と、
　コード化システムによってコード化された車両の少なくとも１つのナンバープレートお
よび予め定められた通信機能コードを含む、上記送信装置からの上記出力メッセージを生
成する情報配列を生成する専用アルゴリズムと、
　コード化された少なくとも１つの車両のナンバープレートおよび予め定められた通信機
能コードを含む上記出力メッセージが、ユーザを特定する少なくとも１つのナンバープレ
ートおよび予め定められた通信機能によって形成されるアルゴリズムによって生成される
ように、上記出力メッセージをコード化する、コード化システムと、
　公開用およびプライベート用の、レコードとフィールドとの組を含み、車両、上記車両
のユーザ、および上記車両ユーザの電気通信装置にリンクされ、上記公開用のレコードの
うち少なくとも１つは車両のナンバープレートと、組み込まれた好ましい通信チャネルと
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、上記ユーザによって設定、およびアクティブ化の少なくともいずれかがなされた一連の
通信機能とを含む、少なくとも１つのデータベースと、
　車両のナンバープレートを使って上記送信装置から発行され、上記車両のユーザに宛て
た上記出力メッセージの受信または入力に基づいて上記データベースに照会サービスを提
供するようプログラムされた、サーバに組み込まれた少なくとも１つの電気通信アプリケ
ーションモジュールまたはコマンドインタープリターであって、上記サーバは、上記アプ
リケーションモジュールが上記アルゴリズムを解釈し、通信希望先の車両のナンバープレ
ートにリンクされた受信者に上記アルゴリズムをリダイレクトさせるように、あらかじめ
決定された通信チャネルを介して、上記サーバへの上記入力メッセージに含まれた通信機
能コードに応答する出力メッセージの以前の送信に適用されている、少なくとも１つの電
気通信アプリケーションモジュールまたはコマンドインタープリターと、
　上記データベースに登録された、ユーザと少なくとも１台の車両とにリンクされた、電
気通信能力を有する少なくとも１つの受信装置であって、上記サーバからあらかじめ決定
された好ましい通信チャネルを介して上記出力メッセージを受信する受信装置とを、構成
要件として備える電気通信システム。
【請求項２】
　上記ユーザにリンクされた装置は、上記受信者に送達されたメッセージの種類と上記メ
ッセージのあらかじめ決定された通信機能に関して自動応答を送るように適合されたアプ
リケーションを有することを特徴とする、請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　上記データベースは車両に関する公的データと車両所有者に関する個人データとを含み
、各車両はその公的ナンバープレートによって登録および特定され、上記個人登録はもっ
ぱら上記所有者によって入力及び管理が行われることを特徴とする、請求項１に記載のシ
ステム。
【請求項４】
　上記コード化システムは、所望の通信機能コードまたはメッセージを実行するために必
要な情報を含み、少なくとも上記データベースの車両特定登録および実行を所望する通信
の機能コードによって生成されるメッセージを起こすように形成された、上記アルゴリズ
ムの上記同質の配列を自動化する方法および手段を含むことを特徴とする請求項１に記載
のシステム。
【請求項５】
　上記送信装置がさまざまな装置と通信するとき、送信者からの出力メッセージが上記サ
ーバの上記出力メッセージと一致するように、ユーザにリンクされた上記送信装置が、上
記サーバに登録されていることを特徴とする、請求項１に記載のシステム。
【請求項６】
　上記電気通信アプリケーションモジュールは、上記データベースに基づいて、車両にリ
ンクされた上記電気通信装置の位置を把握するためにＧＰＳのような内蔵型の位置把握シ
ステム（geo-localisation system）を有することを特徴とする請求項１に記載のシステ
ム。
【請求項７】
　上記データベースに登録された上記電気通信装置は、他の装置との通信を確立するため
に、内部アプリケーションまたはネイティブアプリケーションを含むことを特徴とする請
求項１に記載のシステム。
【請求項８】
　上記システムは、ユーザがメッセージデータを送信、受信、保存、および復元すること
を可能とするアプリケーションプログラミングインターフェース（ＡＰＩ）を含み、上記
ＡＰＩによって、上記ユーザに、チャネルを介した自動通知を作成する全機能がいつでも
アクティブ化または非アクティブ化できるように、自身が常にアクティブにしておきたい
通信機能、および上記ユーザとの通信方法（チャネル）を、上記機能と上記チャネルとの
関係マトリクスに基づいて管理させることができることを特徴とする、請求項１に記載の
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システム。
【請求項９】
　ある車両ユーザとの通信を、上記車両のナンバープレートコードによって確立し、数あ
る他のタスクから、車両ユーザの公的ナンバープレートを介して上記車両ユーザに通知ま
たはメッセージを送ることを可能とする電気通信方法であって、
　ユーザおよび上記ユーザの車両に関する公開用およびプライベート用の情報を含む、車
両ユーザ登録用のデータベースにユーザとして登録する工程であって、上記登録する工程
は、少なくとも上記ユーザにリンクされた電気通信装置および電気通信の嗜好がいくつあ
るかの特定を含む、登録する工程と、
　少なくとも１つの車両と上記車両のナンバープレートを介して通信を希望する登録済み
のユーザにリンクされた出力メッセージをコード化する工程であって、上記メッセージは
、コード化された、少なくとも通信希望先の車両のナンバープレートと、あらかじめ決定
された機能コードとを含んでいる、出力メッセージをコード化する工程と、
　サーバに組み込まれ、ユーザに宛てた送信装置からの上記出力メッセージを電気通信モ
ジュールにおいて受信することに基づいて上記データベースに照会サービスを提供するよ
うプログラムされている上記電気通信アプリケーションモジュールまたはコマンドインタ
ープリターに登録されたユーザに属する電気通信装置から、上記出力メッセージを送信す
る工程と、
　上記登録済みユーザによって送信された上記出力メッセージに応じて、上記メッセージ
に含まれており、かつ通信希望先の車両にリンクされたナンバープレートが上記データベ
ースに登録されているかどうかを確認するために、上記サーバによって車両ユーザのレコ
ードを有するデータベースへ照会する工程と、
　テキストまたはフォーマットが上記予め決定された通信機能に対応し、上記電気通信ア
プリケーションモジュールによって解釈される、コード化された出力メッセージを、専用
のアルゴリズムによって上記サーバから送信する工程であって、通信希望先の上記車両ユ
ーザが上記システムに登録されたユーザであることを車両ユーザ登録のデータベースにて
確認した後、上記登録済みユーザに対して、上記登録済みユーザによって送信された上記
メッセージまたは通知を送信者として送信する工程と、
　受信者（上記システムに登録されたユーザ）がこの目的のために選択した利用可能なチ
ャネルを介して、上記送信者が送信した上記メッセージ、通知または警告を受信する工程
と、を含む電気通信方法。
【請求項１０】
　上記出力メッセージは、少なくとも国別コードと、受信者のナンバープレートと、予め
定められた通信機能コードとで構成されていることを特徴とする、請求項９に記載の方法
。
【請求項１１】
　ユーザがメッセージデータを送信、受信、保存、および復旧することを可能とするアプ
リケーションプログラミングインターフェース（ＡＰＩ）を用いることで、ユーザに、あ
らゆるチャネルを介した自動通知を作成する全機能がいつでもアクティブ化または非アク
ティブ化できるように、また、個別または複数の通知チャネルを選択することが可能とな
るように、自身が常にアクティブにしておきたい通信機能、および上記ユーザとの通信方
法（チャネル）を、上記機能と上記チャネルに関係するマトリクスに基づいて管理させる
ことができることを特徴とする、請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　第１のユーザが通信を希望する車両のナンバープレートが上記データベースに登録され
ていない場合、上記サーバから、その状況を通知する上記出力メッセージが上記第１のユ
ーザに属する上記電気通信装置に送信されることを特徴とする、請求項９に記載の方法。
【請求項１３】
　上記データベースは、上記データベースに登録されたユーザが提供する情報によってリ
アルタイムで更新および修正され、さらに上記データベースは上記システムそのものによ
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ってあらかじめ決定された間隔で更新され修正されることを特徴とする、請求項９に記載
の方法。
【請求項１４】
　上記登録済みユーザと上記サーバとの間のメッセージの送信、および上記サーバとある
ユーザとの間のメッセージの送信は、（ｉ）テキストメッセージ、（ｉｉ）ウェブまたは
インターネット通信、（ｉｉｉ）電子メール、（ｉｖ）音声通信およびアナログ方式の電
話手段の少なくともいずれか、（ｖ）上記サーバおよびビデオ装置の少なくともいずれか
に属するネイティブアプリケーションを介した通信、および（ｖｉ）その他の通信、のう
ち１つの通信チャネルまたは上記通信チャネルのさまざまな組合せによって行われること
を特徴とする、請求項９に記載の方法。
【請求項１５】
　上記第１のユーザからの上記出力メッセージの送信は、上記第１のユーザに属する上記
通信装置に配置された光文字認識手段（ＯＣＲ）、上記装置のカメラによってキャプチャ
された写真画像から開始することを特徴とする、請求項９に記載の方法。
【請求項１６】
　上記データベースにおいて、車両のナンバープレートに基づいて上記車両を検索するた
めの検索機能または検索エンジンを含むことを特徴とする、請求項９に記載の方法。
【請求項１７】
　上記ユーザに関連する装置は、公共および民間の、ＯＣＲによるナンバープレート認識
ネットワークを備えた通信プロトコルによって内部盗難防止セキュリティシステムまたは
説明した電気通信方法におけるサービスを実施するよう適合されたアプリケーションを有
することで、さまざまな戦略ポイントに配置した端末のさまざまなナンバープレート認識
システムとシグナルの交換または相互作用が行える環境において上記通信機能がアクティ
ブ化したとき、取締ネットワークまたは「グリッド」が明確となり、上記取締ネットワー
クまたは「グリッド」によって盗難車両であると示された車両は理論上その位置を探知さ
れることなく通行することができないことを特徴とする、請求項９に記載の方法。
【請求項１８】
　ユーザにリンクされた上記装置は説明した電気通信方法において、位置把握（ＧＰＳ）
システムサポートによって「地上の駐車位置を把握するシステムおよび方法」を実施する
よう適合されたアプリケーションを有し、上記位置把握（ＧＰＳ）システムサポートは、
ユーザが駐車場のニーズに関連したアプリケーション通信機能またはリクエスト通信機能
を同期させることを可能とすることで、街の特定のエリアで駐車場を探している人物がリ
クエストシグナルを送信し、同じエリアのある場所から移動する人物が上記リクエストシ
グナルを受信し応答することができ、その状況が上記システムを介して表示されることを
特徴とする、請求項９に記載の方法。
【請求項１９】
　上記ユーザにリンクされた上記装置は、位置把握によって、ＧＰＳシステムの支援によ
って、また上記ユーザの通信装置または端末のカメラを介して、異なる車両ユーザの視点
を交換する機能を実施するために適合されたアプリケーションを有することで、ユーザは
、エリア地図上に、説明した視覚化機能をアクティブ化し表示させた別のユーザの視点を
選択し、上記他のユーザのカメラシグナルを介して、第２のネットワークユーザのおかれ
た環境の現況画像にアクセスすることができ、このため、ユーザは数あるツールの中でも
、遠隔地における交通「状況」、駐車場、道路、事故または上記ユーザが関心のあるその
他のあらゆる視覚情報を現況で視覚化したものにアクセスすることができることを特徴と
する、請求項９に記載の方法。
【請求項２０】
　上記ユーザにリンクされた上記装置は、自動メッセージ管理システムとともに、説明し
た上記電気通信方法において内部車両販売システムを実施するよう適合されたアプリケー
ションを有し、上記自動メッセージ管理システムは、車両の購入に関心を示す送信者から
のメッセージを受信すると、発売広告文や連絡先または掲載したいデータなどの、申出に
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関するすべてのデータを含んだ自動返信で売主が応答することを可能とし、上記自動応答
メッセージは、予め定められた通信メッセージへ自動応答テキストを挿入するよう設計さ
れたテンプレートを使って、上記登録済みのユーザによってあらかじめ上記システムに入
力されていることを特徴とする、請求項９に記載の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
（発明の目的）
　本発明の第１の様態において、車両のナンバープレートまたはライセンスプレートによ
って上記車両ユーザとの電気通信の確立を可能にする電気通信システムについて説明する
。本発明の第２の様態において、上記システムによって電気通信を確立する方法について
説明する。
【０００２】
　上記第１の様態、つまり上記システムは、車両ユーザの公的データによって、直接的か
つ即時的に、上記車両ユーザとの電気通信の設定を可能とし、それによって、数あるオプ
ションの中で、ユーザ自身または第三者（つまり車両ユーザ自身、歩行者またはその他の
人物、組織もしくは施設）の具体的な通信ニーズを即座に解決することを可能とする。
【０００３】
　第２の様態において、本発明は、上記システムを実施する、人から車両への（Ｐ２Ｖ）
電気通信方法を提案し、あらゆる車両ユーザの車両の公的データ、特に上記車両のナンバ
ープレートに基づいた公的データを介して、上記あらゆる車両ユーザとの電気通信の確立
を提供することを可能とする。本発明は、車両のナンバープレートを介した上記車両のネ
ットワーク接続によって、簡素に、かつ直接的に、車両ユーザ自身に関するすべての通信
のニーズを解決するチャネルの形成を可能とする。
【０００４】
　本発明が適用される分野は、通信方法に関するシステム、および人物間、特に車両ユー
ザ間の電気通信に関連するシステムの分野である。
【背景技術】
【０００５】
　我々は、あらゆる国で運転されている車両は、国際ナンバープレートシステムを使って
公的に識別されていることを知っている。このナンバープレートシステムは、公的な登録
によって、車両１台ごとに、上記車両の保有者に属するものとして、上記車両を特定する
唯一のコードまたは登録番号を有するものとして機能し、上記車両の所有者またはユーザ
と連絡することが可能となっている。
【０００６】
　また、我々は、車両のさまざまな側面（行政的、法的、商業的な側面）について、上記
車両の保有者と連絡を取りたいという一定のニーズが存在することや、単純に所有者が法
人もしくは個人であるかについての必要情報または関連情報のニーズが存在することも知
っている。しかし、この一定のニーズにもかかわらず、情報管理は、技術的にも経済的に
も、加えて本目的を達成するために消費するエネルギー、すなわち既存の公的情報を介し
て車両ユーザと通信を確立させるために消費するエネルギーの観点からも大変費用が掛か
る。現在、民間人、企業、および行政そのものが情報および通信にアクセスするとき、間
接的で、高価かつあまり有効でない方法を採用している。したがって、迅速かつ機敏に車
両所有者と連絡または通信を確立することに問題が生じている。
【０００７】
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　さらに、技術的現状においては、車両が車両と、または車両が外部装置と通信を行うこ
とを可能とし、互いに機能的もしくは有用な情報を交換する自動通信システムが多く存在
する。これらは、自動車メーカーが大量の資源を投資して開発、実装した、車間通信シス
テム（機械から機械へ）であり、上記車間通信システムのプロセスでは人の干渉が行われ
ない。これらのシステムは、ＯＣＲ、ＧＰＳ案内および位置などによって、交通量、安全
、非常時、事故、認識についてのアクティブかつ更新された情報を含む広範な通信サービ
スをユーザに提供することが可能である。
【０００８】
　上記システムの通信プロトコルとプロセスは、通信におけるユーザの干渉なしで車両間
の膨大な情報量を交換するための自動交換システムによって複雑になっている。自動車業
界の大手企業は、電話およびソフトウェア開発会社と協働してこの種の製品およびサービ
スの設計に取り組んでいる。e-calls、b-call、さらに精巧な盗難車両の位置特定手段、
車両の機械の状態に応じて走行距離を管理するシステム、道路案内または交通状況に関す
る最新の情報を提供するシステムなどは、今後近いうちにメーカーが車両に搭載するパッ
ケージの一部となるであろう。
【０００９】
　しかし、多くの場合において、これらのシステムではメッセージの送信や、交換を行う
車両ユーザ、または情報の送信先の車両ユーザとの動的な通信の開始を、人が送信者とな
って行うことができない。
【発明の概要】
【００１０】
（発明の説明）
　本発明に係る電気通信システムおよび方法は、ナンバープレートによって、言い換えれ
ば各車両のナンバープレートまたは登録を使うことによって、送信者側ユーザが車両の受
信者側ユーザとの通信を確立することを可能とする。上記方法は所望の通信機能を行うた
め、言い換えればメッセージを送信するために必要なすべての情報を含んだアルゴリズム
によって生成される情報の同質の配列、すなわちコードを自動化する工程からなる。後者
は、受信者側ユーザのコードの使用に基づいて、ユーザ（送信者および上記受信者）間の
通信を確立することによって達成される。上記受信者側ユーザのコードは、国別コードと
ともに、ナンバープレートおよび実行を所望する通信コードのコード、つまり機能コード
から形成されることが好ましく、上記機能は、あらかじめ決定された数の設定済通信機能
から選択される。上記通信機能を説明するために使われる文字もしくは用語、作成された
メッセージ、またはメッセージをユーザに到達させるチャネルが変わったとしても、上記
方法の総合的な構造は変わらない。このように、メッセージによって形成された情報配列
はアルゴリズムを生成し、上記アルゴリズムは、電気通信アプリケーションモジュールま
たはコマンドインタープリターによって解釈され、通信希望先の車両のナンバープレート
にリンクされた受信者へとリダイレクトされる。
【００１１】
　したがって、上記アルゴリズムは、上記送信者から上記受信者へ出力メッセージをリダ
イレクトする上記電気通信アプリケーションモジュールまたはコマンドインタープリター
に組み込まれるか解釈されるために、通信希望先の車両のナンバープレートと、予め定め
られたまたは暗号化された通信機能の情報ユニットとを含む少なくとも１つのコードを暗
示する。
【００１２】
　電気通信チャネルは主にインターネットおよび／または携帯電話を介した通信手段とし
て機能するよう実施されたネットワーク構造から形成されている。したがって送信者側ユ
ーザは、自身の車両に関する公的データを含んだ自身のオンラインプロフィールを介して
、別の受信者側ユーザに連絡を取ることができる。このような形で通信が確立し、データ
ベース内で設定済み機能がアクティブ化されていれば、個人データを公開する必要がまっ
たくない。上記データベースは、上記車両ユーザまたは所有者の個人情報および嗜好と同
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様に、上記車両に関する公的情報を含む。
【００１３】
　このように、上記データベースに登録された送信者が、自身の公的な身分証明またはナ
ンバープレートを使って、同じく登録されている別のユーザと「人から車両への」通信を
確立したい場合、上記通信は、上記受信者側ユーザの予め定められたリクエストに応答す
るものであっても、上記送信者が主導して行うものであってもよい。また、正確なデータ
とともに確立させたい特定の電子通信機能に基づいた予め定められたコードを成功裏に送
信して、電気通信システムサーバに含まれている電気通信アプリケーションモジュールま
たはコマンドインタープリターによって解釈されるように、上記ユーザらが上記通信のた
めにアクティブ化したあらゆるチャネル（例えばSMS、電子メール、電話による通話、ウ
ェブアプリケーションもしくはモバイルアプリケーション、またはその周知のチャネル）
を介してもよい。上記受信者のナンバープレート、および上記予め定められた機能コード
を含む上記コードの主要部分は、ネットワークユーザの車両のナンバープレートから始ま
り、次に各生産国に１つずつ割り当てられた国際ナンバープレートコード（例えば、各国
の自動車の国際識別番号に基づき、スペインは「Ｅ」を使う）が続くことが好ましく、上
記コードは、上記データベースによって、上記ネットワークに登録された車両ユーザにリ
ンクされている。このコードに基づいて、上記送信者によって送信されたメッセージは、
上記電気通信アプリケーションモジュールによって解釈され、上記受信者が上記データベ
ースに登録されている場合は、上記データベースの上記受信者のプロフィールにおいてア
クティブ化された電気通信チャネルによって、上記受信者にリダイレクトされる。テキス
トメッセージにおいてナンバープレートに続く主要なコードは、受信する通信の種類とそ
の内容を決定するアルゴリズムによって生成される。上記電気通信アプリケーションモジ
ュールは、上記メッセージコードを認識し解釈した後、上記メッセージコードを解読し、
上記システムにおいて受信装置がアクティブ化されている場合は、上記受信装置へリダイ
レクトする。
【００１４】
　オンラインされており、定期的に更新され、個人データが上記個人データの所有者、保
有者またはユーザによってのみ入力され管理される公開用車両データベース上に（ｉ）電
気通信アプリケーションモジュールまたは（ｉｉ）特定の設定済み通信機能にリンクした
コードに対応するコマンドの解釈・管理モジュールによって適用された上記方法によって
、上記システムがアクティブ化されると、ユーザの意思で上記ユーザの車両の公的ナンバ
ープレートコードを介して、上記ユーザ間で即座に電気通信を確立することができる（つ
まり、上記ユーザはアナログ方式通話またはＶｏＩＰ電話、ＳＭＳ、電子メール、ネイテ
ィブモバイルアプリケーションを介したデータトラフィックによる通知等を受け取る）。
【００１５】
　したがって、請求項１に係る電気通信システムは、本発明の第１の目的を達成する。
【００１６】
　また、本発明の第２の目的は請求項９に係る電気通信方法である。
【００１７】
　上記に基づき、車両所有者が上記電気通信方法にしたがって上記通信機能を実行させる
ためには、上記システムは、すでに登録済みの送信者側ユーザまたは第１のユーザの通信
希望先の登録または車両ナンバープレートを確認する必要がある、つまり、上記データベ
ースに受信者側ユーザが存在するか立証する必要がある。上記受信者側ユーザが上記決定
されたシステムに登録されているのであれば、上記受信者側ユーザは、上記ユーザが設定
した利用可能なすべての通知の種類、および上記ユーザによって予め定められた好ましい
通信チャネルを決定する。これは、当事者が望まない個人データを知ることなく送信者か
ら受信者への通信を容易にする。
【００１８】
　通信を開始するためには、上記送信者は、少なくとも国別コードと、受信者ナンバープ
レートと、予め定められた通信機能コードと、で作られる出力メッセージを生成する。
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【００１９】
　上記メッセージは、上記メッセージコードと登録を分析するようプログラムされた上記
電気通信アプリケーションモジュールに到達し、上記電気通信アプリケーションモジュー
ルは、例えば通信チャネルのように、上記受信者によって上記データベースに登録された
上記受信者の嗜好に基づいた結果として機能するため、上記サーバは、上記受信者によっ
てこの目的のために選択された上記チャネルを介して、完全なメッセージか、メッセージ
が存在するという通知のみを上記受信者に再送することができる。したがって上記サーバ
からの上記出力メッセージは上記受信者側ユーザによってあらかじめ決定され、アクティ
ブ化された通信機能に対応する。
【００２０】
　最後に、上記データベースに登録されており、かつ第１のユーザが通信を希望する車両
にリンクされた受信者側ユーザは、上記メッセージ、通知、または上記第１のユーザすな
わち送信者によって送信された通知を受信する。
【００２１】
　本発明の方法は、モバイル端末操作システムが有するネイティブアプリケーションによ
って、上記モバイル端末操作システムに実施してもよい。上記ネイティブアプリケーショ
ンにおいては、各機能のコードが機能アイコンという形でインターフェースの「下」に現
わされているので、送信者は、テキストメッセージや機能コードを書き込む必要はなく、
上記アプリケーションに、通信希望先のユーザの番号（ナンバープレート）を入力するだ
けでよい。言い換えれば、コード化する方法の全構造はインターフェースの下にある、上
記通信端末に組み込まれた機能アイコンによって示される。
【００２２】
　上記方法はまた、テンプレートによってフォーマットされていても個人化された設定に
よってフォーマットされていても、説明したコマンド配列によって従来の携帯電話から実
行することができる。
【００２３】
　第１の送信者側ユーザと、車両にリンクされた第２の受信者側ユーザとの間で上記人か
ら車両への通信機能を実行するためには、完全なナンバープレート（国別コード＋ナンバ
ープレート）、および上記ユーザらが設定したさまざまな通知ならびに予め定められた通
信チャネルを使って、上記ネットワークデータベースにおける上記ユーザらの登録（ユー
ザの存在）を立証する必要がある。このことは、当事者が望まない個人データを見つける
ことなく、送信者から受信者への通信を容易にする。
【００２４】
　通信チャネルとして、数ある中でも、ネイティブアプリケーションを介した通信チャネ
ル（モバイルアプリケーションによって通信と通知が管理される）、ウェブアプリケーシ
ョンを介した通信チャネル（ウェブを介した通知管理モジュール）、ＳＭＳを介した通信
チャネル、電子メール、ＶｏＩＰ、またはアナログ方式通話を介した通信チャネル、が考
えられる。
【００２５】
　各ユーザは、上記システム上に、上記各ユーザが提供する個人設定に基づいた公開プロ
フィールを有する。プライバシーに関するユーザ設定に応じて、各ユーザは、自身がいつ
でも共有または編集を希望する公開情報を示す、それぞれに割り当てられたプロフィール
ページを持つ。同様に、各ユーザにリンクされた各車両の公開プロフィールも存在するで
あろう。プライバシーに関するユーザ設定に応じて、各ユーザは、自身がいつでも共有ま
たは編集を希望するすべての公開情報を示す、車両プロフィールのページと上記プロフィ
ールにリンクされた車両のページの両方を持つことになる。各車両の公開プロフィールは
ＵＲＬを有しており、上記ＵＲＬは共有されてもよい。上記ＵＲＬにより、ユーザによっ
て公開すると示されたデータまたは車両について公開されているデータへのアクセスが可
能になる。
【００２６】
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　このユーザプロフィールは、ユーザがメッセージデータを送信、受信、保存、および復
旧することを可能とするアプリケーションプログラミングインターフェース（ＡＰＩ）を
含み、上記ＡＰＩによって、上記ユーザはあらゆるチャネルを介した自動通知を作成する
全機能がいつでもアクティブ化または非アクティブ化できるように、自身が常にアクティ
ブにしておきたい通信機能、および上記機能が通信される方法（チャネル）を、上記機能
と上記チャネルとの関係マトリクスに基づいて管理することができることを特徴とする。
さらに、上記通知チャネルは単独でも複数でも選択する（すべて選択する、まったく選択
しない、または幾つか選択する）ことができる。
【００２７】
　上記システムには、車両を登録したユーザにリンクされた上記車両の機能（高機能・低
機能・中機能）が存在する。このため、以下が必要である。
【００２８】
　－ナンバープレート：上記アプリケーションにおいて各車両に固有のコード。上記ナン
バープレートは国別コード（スペインの場合「Ｅ」）とナンバープレートそのものの２つ
の部分で構成される。
【００２９】
　－登録日。
【００３０】
　－追加的な車両データ：自動車のデータは連続して読み込まれる。
【００３１】
　－連絡用データ：アクティブなユーザの電話と電子メールはデフォルト設定で読み込ま
れるが、電話、電子メール、および連絡窓口はどのように修正してもよい。
【００３２】
　－車両に関するその他の一般データ
　－車両の使用に関する専門データ
　－車両に関する問い合わせデータ
　－車両状態に関するデータ
　－管理／改修／廃車（discharge）および譲渡
　上記システムに車両を導入する際に、上記システムは上記ナンバープレートが過去に登
録されていないことを立証し、登録されている場合には通知を送信する。自分の車両およ
び上記車両を登録したユーザプロフィールを検索するために、ナンバープレート検索への
アクセスは許可されている。
【００３３】
　上記ユーザは、誰と何の情報を共有したいかをいつでも管理することができる。したが
って、情報機密保管庫（information tight vault）に基づいて、データ公開システムが
確立される。上記機密保管庫に保管されるデータは次のとおりである：
　－ユーザデータ：ログイン、アバター、個人データ、連絡先データ、その他のデータ
　－車両データ：ナンバープレート、通信機能、状態機能、生産国、モデル、バージョン
、走行マイル数、車両面積（ＰＣ）、車両に関するその他の一般データ、フォトギャラリ
ー、車両に関する残りの一般データ、つまり「私の車両」管理
　ユーザが共有したいと思う情報に基づいて、閲覧可能なレベルまたはプロフィールに掲
載する情報を公開する範囲に関する視覚的な制限を定義することができる。これらのレベ
ルは最も開かれている（公開）から最も制限されている（プライベート）という範囲に及
ぶ。これらの保管庫は、ユーザの嗜好に基づいて表示または非表示となる情報を含む。
【００３４】
　ユーザは、常にアクティブにしておきたい予め定められた電気通信サービスならびに機
能、および通信が行われる方法またはチャネルを管理できる必要がある。これは機能およ
びチャネルのマトリクスを生成する。すべての機能はチャネルを介して自動通知を作成し
、このマトリクスを介してアクティブ化または非アクティブ化される。複数の通知チャネ
ルを選択する（すべて選択する、まったく選択しない、幾つか選択する）ことが可能であ
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る。
【００３５】
　上記システムはさらに、車両の所有者またはユーザの選択に応じて、いつでも編集する
ことができる、上記車両の異なる「状態」を示す機能を組み込む。上記「状態」は「アイ
コン」によって示される。したがって、本情報の視覚化は上記公開プロフィールに示され
るアイコンによって行われる。上記機能については、ユーザによって管理することが可能
であり、上記ユーザは上記公開プロフィール上で見ることができるまたはできないさまざ
まな「状態」を定義する。上記プロフィール上でアイコンによって定義される「状態」の
例としては、車両販売中、車両活動中、アクティブな受信箱、共用車両、盗難車両などが
挙げられる。
【００３６】
　上記システムは受信箱機能を有する。上記受信箱は、上記アプリケーションの他のユー
ザがあらゆるチャネル（音声、ＳＭＳ、コミュニティ等）を介して残したメッセージの共
同の場所となる。上記メッセージはテキスト、音声または画像メッセージであってよい。
上記受信箱は完全にＨＴＭＬを支援することもできなければならない。一定の時間内に同
じ受信者に送信されるメッセージの量と一定の時間内で送信されるメッセージの総数とを
制御することが可能である。受信者側ユーザはウェブアプリケーションまたはモバイルア
プリケーションを介して受信箱に残されたメッセージをいつでも見ることができる。上記
受信箱は、テキスト、関連するナンバープレート、送信済みデータなどを含むメッセージ
検索フィルタを有する。上記受信箱は車両の受信箱に残されたメッセージを含む。このよ
うな場合、上記メッセージには関連する車のナンバープレートが示される。ユーザはこれ
らのメッセージを編集したり削除したりできる。受信箱そのものは、ユーザがアクティブ
化または非アクティブ化できる機能である。
【００３７】
　設定したあらゆるチャネルを介したすべての通信において、通信レコードが作製される
。上記レコードは（ナンバープレートによって）車両と通信を送信したユーザとにリンク
される。
このように、上記ユーザプロフィールに関連する送信済みメッセージと、当該車両にリン
クされた受信メッセージの２種類のレコードが存在することになる。保存されるメッセー
ジは送信者側ユーザ、メッセージ、選択された通信チャネル（ＳＭＳ、電子メール、アプ
リケーションなど）、通信日、受信者側ユーザ（車両）または関連するとみなされるその
他のあらゆるデータであってよい。このレコードは永久にアプリケーションに保存される
が、もしユーザがこれ以上現在のレコードを見ることを希望しないのであれば、上記ユー
ザはこれに印をつけることができる（消去）。
【００３８】
　同様に、上記システムの中にもプロフィール検索機能（車両用）がある。上記プロフィ
ール検索に直ちにアクセスするためには、上記システムのデータベースにリンクされた検
索エンジン（サーチャー）があり、ナンバープレートおよび公開プロフィール上に示され
る他の基準に基づいてサーチを実行する。上記検索エンジンは、ナンバープレートにテキ
ストが入力されるにつれて、結果を生成する（ライブ検索）。上記検索エンジンは上記検
索と一致するすべてのナンバープレートのリストを作成する。上記リストの各要素はユー
ザの公開プロフィールと車両の公開プロフィールのそれぞれにリンクを有する。
【００３９】
　読み込みが行われる通信機能については、アクティブな通信機能のみ表示される。通信
機能群からユーザによって選択された情報に基づき、上記アプリケーションは、設定され
たチャネルによって受信者が受け取るメッセージを送信することができる。これらの機能
は特に、（ｉ）通知通信システム（予め定められたメッセージ）、（ｉｉ）販売システム
（Ｐ２Ｖ－ＳＡＬＥ）、（ｉｉｉ）受信箱（あらゆる種類のメッセージが残されるところ
）（ｉｖ）端末の位置情報に関する機能（ｖ）等、であってよい。
【００４０】
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　上記通知機能は、通常、送信される有用な情報を含んだ１つのテキストメッセージで構
成される。上記通知機能は、ナンバープレートコードとその後に続く主要コード（「迷惑
」「罰金」「距離」など）を有した簡素なテキストによって運用され、上記通知機能がコ
ード管理システムに到達すると、上記機能がアクティブになるように、上記通知を含んだ
上記ユーザ向けの、予め定められた出力メッセージ（「あなたの車が迷惑をかけています
」「罰金を科しました」「誰かがあなたの車に近づきました」など）を生成する。サーバ
が自動的に分析し管理することができる通知機能の幾つかは、他の多くの可能性の中でも
、フリーテキスト、迷惑、罰金を科した、罰金、連絡、販売、共有、到着、忘れ物、好意
（courtesy）、標識、オンライン、などがある。
【００４１】
　上記システムのその他の具体的な機能、および既に言及されたプロセスに追加されるプ
ロセスのその他の特徴を以下に説明する。
【図面の簡単な説明】
【００４２】
　本発明の範囲の説明を補足するために、また、自らを区別する特徴をよりよく理解する
ために、本明細書は固有の図面群を添付するが、上記図面群の事例を限定するものではな
い。
【図１】本発明に係る一般的な電気通信方法の図である。
【図２】図１で示す電気通信方法が適用された具体例を示したブロック図である。
【図３】発信装置における、モバイルアプリケーションからの通常の電気通信方法の図で
ある。
【図４】図３で示す電気通信方法が適用された具体例のブロック図である。
【図５】上記モバイルアプリケーションからの、本発明に係る電気通信方法が、販売機能
に適用された具体例のブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００４３】
（発明の好ましい実施形態）
　以下は、本発明のさまざまな好ましい実施形態に基づいた発明の詳細な説明である。
【００４４】
　上述した説明および本発明の目的に係る、一般的な様式の電気通信方法の第１の例を図
１に示す。図１に示した電気通信方法は、データベースに登録された２人のユーザ間での
通信を示している。それゆえ、本発明に係るシステムにおいて、上記ユーザのうちの１人
が、上記データベースにおいて、上記システムで予め定められた通信機能をアクティブ化
する。
【００４５】
　この図において、送信者は本発明に係るＰ２Ｖ（人から車両へ）システムとともに上記
送信者の通信装置をアクティブ化する。上記送信者側ユーザはある車両のユーザに上記車
両のナンバープレートによって連絡を取りたいとする。上記送信者側ユーザは上記ナンバ
ープレートを知っているかもしれないし知らないかもしれない。もしナンバープレートが
分からない場合、上記Ｐ２Ｖ（Ｐ２Ｖデータベース）が照会され、上記ナンバープレート
がＰ２Ｖデータベースに登録されている場合は、上記システムは上記Ｐ２Ｖシステムのア
クティブな機能および利用可能な連絡チャネルなどの公開情報を、上記送信者に転送する
。上記ナンバープレートが上記Ｐ２Ｖシステムのデータベースに登録されていなかった場
合、上記送信者側ユーザは上記車両のユーザとの通信を確立することができない。
【００４６】
　反対に、上記ナンバープレートが上記Ｐ２Ｖのデータベースに登録されていることが分
かった場合、上記送信者側ユーザは上記ナンバープレートと上記システムにおいて予め定
められた機能コードとを含んだ出力メッセージを書き込む。上記メッセージは、アルゴリ
ズムを実行することでコード化された後、上記予め定められたメッセージを再送する電気
通信アプリケーションモジュールおよび上記Ｐ２Ｖシステムの電気通信サーバを介して受



(32) JP 2015-505654 A 2015.2.23

信者に送信される。言い換えれば上記受信者によって選択された予め定められたチャネル
を介して上記ナンバープレートにリンクされたユーザに送信される。したがって上記メッ
セージは、上記受信者が選択した装置において受信される。上記装置は上記送信者側ユー
ザに応答するか否かを選択する権限が与えられている。
【００４７】
　具体的には、図２に示す例において、上記アクティブ化された予め定められた機能は「
ＢＯＴＨＥＲ」（迷惑）機能である。上記機能は、ユーザの車両が第３者に迷惑をかけて
いるさまざまな場合、上記ユーザが警告を受け取るように、上記電気通信アプリケーショ
ンモジュールに権限を与える。
【００４８】
　第１の車両が第２の車両に迷惑をかけており、双方の車両が上記システムに登録されて
いる状況では、上記第２の車両のユーザ（送信者側ユーザ）は、連絡先データを知らない
第１の車両のユーザ（受信者）の通知を希望する。上記送信者はまず、連絡希望先の車両
のユーザが上記システムまたは上記システムのデータベースに登録されているかどうかを
確認するために、各車両が公的ナンバープレートで登録および特定されている上記Ｐ２Ｖ
システムに照会しなければならない。上記システムは上記受信者の登録を確認し、また、
適切な場合は上記受信者によってこの目的のために定義された予め定められた通信機能を
確認し、上記システムを介して上記受信者に連絡するためにメッセージを送信する。上記
システムは、上記メッセージが公的な識別コードまたはナンバープレート、および予め定
められた通信機能コード（この場合「迷惑」）で構成されるよう、上記受信者の登録を確
認する。例えば、送信された上記メッセージのコードは「Ｅ－１１１１ＡＡＡ－ＢＯＴＨ
ＥＲ」となる。上記メッセージは国別コードと、上記受信者のナンバープレート（１１１
ＡＡＡ）と、上記予め定められた通信機能コード（ＢＯＴＨＥＲ）で構成されている。
【００４９】
　上記Ｐ２Ｖシステムの上記電気通信アプリケーションモジュールを介して、上記サーバ
は、上記送信者がこの目的のためにアクティブ化した任意のチャネルを介して上記メッセ
ージを受信する。上記サーバは、上記受信者が上記システムに登録されているかどうかを
確認し、上記メッセージを解釈し、上記メッセージに含まれた上記予め定められた機能コ
ードに対応する機能を上記受信者がアクティブ化しているかどうかを確認する。上記受信
者が上記機能をアクティブ化している場合、上記サーバは、上記データベースにおいて上
記受信者が定義した好ましいチャネルを介して、上記受信者に通信機能「ＢＯＴＨＥＲ」
に対応する出力メッセージを再送する。
【００５０】
　上記受信者は上記出力メッセージによって「あなたの車が迷惑をかけています」という
通知を受け取り、上記出力メッセージに応答してもよいししなくてもよい。
【００５１】
　予め定められた通知機能に関する別の例として、送信者がＦＲＥＥ－ＴＥＸＴ（フリー
テキスト）機能を実行する例について説明する。上記ＦＲＥＥ－ＴＥＸＴ機能は、受信者
がこの種の通信を受信できるように設定している場合、特定の受信者に対して送信する、
あらかじめ決定されたテキストメッセージと等しい機能を有する。上記送信者によって送
信されるメッセージは、国別コードと、ナンバープレートと、機能コード（ＦＲＥＥ－Ｔ
ＥＸＴ）と、送信者によって入力される任意のテキストと、でコード化される。
【００５２】
　例えば、上記コードは「Ｅ－１１１１ＡＡＡ－ＦＲＥＥ－ＴＥＸＴ」－「送信者が送信
したいテキスト」となる。このテキストは、上記サーバから受信者側ユーザへと送信され
る出力メッセージに文字通り複製され、上記サーバは上記受信者側ユーザによってアクテ
ィブ化されたチャネルを介して、上記受信者側ユーザに対して通知を作成する。上記チャ
ネルは、フリーテキストメッセージとユーザプロフィールへのリンクが送信される「ＳＭ
Ｓチャネル」、フリーテキストメッセージとユーザプロフィールへのリンクが送信される
「電子メールチャネル」、フリーテキストメッセージとユーザプロフィールへのリンクが
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送信される「ウェブチャネルまたはモバイルチャネル」、およびその他を含んでもよい。
【００５３】
　別の例として、送信者が予め定められた「ＣＯＮＴＡＣＴ」（連絡）機能を実行したい
場合、上記「ＣＯＮＴＡＣＴ」機能が上記送信者のリクエストメッセージを伴う一般的な
連絡となる例を説明する。先の構造にならって、上記メッセージは、国別コード、ナンバ
ープレート、機能コード（ＣＯＮＴＡＣＴ）としてコード化される。
【００５４】
　この場合、上記コードは「Ｅ－１１１１ＡＡＡ－ＣＯＮＴＡＣＴ」となる。上記サーバ
によって受信者側ユーザに送信された上記メッセージは、上記ユーザに対して通知を作成
する。上記通知は、「ＳＭＳチャネル」を介して、「私と通信設定してください」という
メッセージとユーザプロフィールへのリンクが送信されること、「電子メールチャネル」
を介して、「私と通信設定してください」というメッセージとユーザプロフィールへのリ
ンクが送信されること、「ウェブチャネルまたはモバイルチャネル」を介して、「私と通
信設定してください」というメッセージとユーザプロフィールへのリンクが送信されるこ
と、およびその他であってよい。
【００５５】
　上記システムはまた自動応答のサブシステムを含む。サービスの予め定められた機能の
幾つかは、片方向のメッセージまたは通知（例えば通知機能）のみで終了するが、ユーザ
間で双方向通信を始めるものもある。このため、上記通信方法における、情報交換または
登録済みユーザの２者間通信を暗示する特定の予め定められた機能に関しては、受信者側
ユーザは、最初のメッセージを受信した際にアクティブ化する自動応答システムを有する
ことが可能である。したがって、上記電気通信アプリケーションモジュールは最初のメッ
セージを受信した後自動返信メッセージで応答するように、上記サーバを介して自動的に
メッセージを管理する。上記自動返信メッセージは、予め定められた通信メッセージに返
信するための自動応答テキスト、画像または音声を挿入するよう設計されたプロフィール
ツールを用いて、上記ネットワークに登録された上記受信者側ユーザによって上記システ
ムに前もって導入されていてもよい。上記自動応答システムは、すべてのデータ交換プロ
セスを自動化することができるため（上記システムの応答情報はメッセージに一度だけ示
される）サービス機能、特に商業取引、販売、情報などの機能を決定するうえで、ユーザ
にとって大変有用となるであろう。
【００５６】
　例えば「ＳＡＬＥ　ＦＵＮＣＴＩＯＮ」（販売機能）が使われている場合、ユーザはそ
れによって、車両が販売中であると判断する。上記自動メッセージ管理システムは、車両
の購入に関心がある送信者からのメッセージを受信した後、販売告知テキスト、連絡手段
、ユーザが含めたいデータ、オンラインプロフィールへのリンクという形で、さらには可
能性として上記車両の画像を添付したり、上記車両の写真をMMSで送信したりする形で、
申出に関するすべてのデータを含んだ自動返信メッセージで応答する。上記自動返信メッ
セージは、予め定められた通信メッセージに返信するための自動返信テキストを挿入する
よう設計されたプロフィールのひな型を用いて、上記ネットワークに登録された上記ユー
ザによって上記システムに前もって導入されていてもよい。
【００５７】
　上記「ＳＡＬＥ　ＦＵＮＣＴＩＯＮ」は本発明の電気通信システムおよび方法の適用を
暗示するが、本発明の電気通信システムおよび方法は、現在周知の電気通信システムまた
はプロセスではいまだ効率的にまたは十分に解決していない、または上記周知の電気シス
テムまたはプロセスによって導き出すこともできない。したがって、上記告知の管理を容
易にするためには、ユーザは自らのプロフィール上に、仮想ひな形にアクセスを許可する
ツールまたは機能を有し、上記ツールまたは機能は、自動化された方法で自身の車両の販
売を管理することを可能とする。上記ユーザは、さまざまなシステムチャネルを介して、
自身のユーザプロフィール上に「車両販売中」を表す記号を示すこと、内部の売買ページ
に公開すること、または上記システムにおいて電気通信機能「販売」をアクティブ化させ
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ること、により自身のメッセージまたは申出を公表することができる。上記送信者はさら
にインターネット広告ポータルなどの外部サポートに公表する標準的な告知を生成しても
よい。モバイルアプリケーションを介して上記販売の管理が行われる場合、上記モバイル
アプリケーションは販売プロフィールへとリダイレクトすること（端末から売買プロフィ
ールを統合させて販売プロフィールの読み込みを行うか、デフォルト設定でブラウザを開
始させてプロフィールの読み込みを行うか）が可能である。
【００５８】
　車両を販売するユーザは、上記システムの「ＳＡＬＥ」の返信通信機能を用いることが
できる。この機能を用いると、ある送信者がメッセージを送信すると、上記送信者に対し
て、上記ユーザによって事前に入力された販売プロフィールのウェブアドレスまたは予め
定められたメッセージを含んだ応答メッセージを自動的に生成することが可能である。上
記サーバは送信者の関心を示すメッセージを受信した後、その通知管理機能を介して、通
話、SMS、電子メール、またはこの目的のために利用可能としたいかなるチャネルによっ
て、販売告知テキスト、ユーザが含めたい連絡先データ、ユーザが含めたいデータ、オン
ラインプロフィールへのリンクという形で、さらには可能性として上記車両の写真を添付
したりする形などで、申出に関するすべてのデータを含んだ自動返信メッセージで応答す
ることができる。上記自動返信メッセージは上記登録されたユーザによって前もって上記
システムに導入されていてもよい。
【００５９】
　上記で説明したとおり、通信チャネルは、上記サーバを介して送信者から受信者へメッ
セージを送信するために使われる手段であることが理解されている。上記受信者側ユーザ
は受信したい機能およびこれらの機能のそれぞれに対して使われるチャネルを選択する責
任がある。チャネルとしては以下に示すものが使われる：
　－ＳＭＳチャネル：受信者とＳＭＳで通信が確立した場合、メッセージはメッセージ送
信経路に沿って送信される。上記メッセージ送信経路はナンバープレートに基づいており
、上記車両を所有するユーザの電話番号に向けてメッセージを生成する。送信者からのＳ
ＭＳの出力は（ｉ）アプリケーションから上記サーバへの送信サービス（送信経路）を使
って、または（ｉｉ）ＰＲＥＭＩＵＭ（プレミアム）ナンバーを介して行う２通りの方法
がある。
【００６０】
　－電子メールチャネル：受信者と電子メールで通信が確立した場合、上記通信はＳＭＴ
Ｐ電子メールサーバによって行われる。
【００６１】
　－ウェブチャネルまたはモバイルアプリケーションチャネル：アプリケーションを介し
て受信者と通信が確立した場合、モバイルアプリケーション（モバイル運用システムその
ものに関する）と、ウェブの、プライベートユーザエリアにアクセスする部分との双方に
おいて、通知（通知）が作成される。これらの通知は、開封されるとすぐ、自動的に「既
読」として示されレコードに移動され、未読の通知のみが表示される。
【００６２】
　－アナログ方式の通話：この方法は、上記システムに属する電話番号に電話をかける工
程からなり、上記システムには、連絡希望先のナンバープレートが示される。アプリケー
ションモジュールおよびサーバに加えて、この方法は、上記ンナンバープレートが上記シ
ステム内でアクティブなユーザに属するものであるかどうかを表示し、適宜、当該ナンバ
ープレートにリンクされた電話番号（非公開）に電話を再送する。これは従来の携帯電話
やスマートフォンに搭載されたネイティブアプリケーションから行うことができる。受信
者側ユーザが音声「通話」機能をアクティブ化している場合、ナンバープレートは、既に
アプリケーションに組み込まれている、上記システムに属する電話番号、例えば９００－
２に送信される。この共有の番号を用いながら、上記ナンバープレートコードと関連する
上記受信者の電話番号（非公開）へと電話の転送が行われる。アナログ通話は携帯電話か
ら携帯電話へ、電話から送信者へと、上記受信者の電話へとルーティングされる。
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【００６３】
　－ＶｏＩＰチャネル：ＩＰ経由の音声データプロトコルを介して受信者と通信が確立し
た場合、ナンバープレートによる直接的な通信のために上記ＩＰ経由の音声データプロト
コルをアプリケーション内へと組み込む必要がある。また、ＳｋｙｐｅまたはＧｔａｌｋ
のような外部プログラムを介して、上記ＶｏＩＰ通信を統合させることもできる。これら
のサービスに関連するユーザデータが収集され（入力されているのであれば）上記アプリ
ケーションは送信者からユーザ（上記受信者）への電話を「管理」する。
【００６４】
　同様に、上記電気通信方法は、ネイティブアプリケーションによって、モバイル端末運
用システムに実施されてもよい。上記ネイティブアプリケーションでは、全ての方法アー
キテクチャが、通信端末に組み込まれた機能アイコンによってあらわされるインターフェ
ースの下にある。上記ネイティブアプリケーションは（スマートフォンの）最新世代のモ
バイル端末運用システムに実施されるよう設計されているため、送信者および受信者が上
記アプリケーションを使って、本発明に係る上記電気通信方法を双方向（つまり、送信お
よび受信）で管理することが可能となる。モバイル装置向けのこのアプリケーションは、
スマートフォンとそのスクリーンを介して、ウェブアプリケーション（ＡＰＰ　Ｐ２Ｖ）
へアクセスすることを可能とする。
【００６５】
　図２に示す例において、モバイルアプリケーション（ＡＰＰ　Ｐ２Ｖ）から、説明した
通信機能を行うためには、同様に、上記アプリケーションを使いながら完全なナンバープ
レート（国別コードとナンバープレート）の登録を立証する必要がある。言い換えれば、
上記予め定められた通信チャネル、すなわちＳＭＳ、電子メール、ＶｏＩＰ、アナログ方
式の通話等を介したアプリケーション（上記モバイルアプリケーションによって管理され
る通信および通知）、ウェブアプリケーション（ウェブ通知管理モジュール）と同様、上
記システムのデータベースにおけるユーザおよび上記ユーザが設定したさまざまな通知の
存在が立証される必要がある。
【００６６】
　上記システムは、受信者側ユーザに対して、メッセージ内で上記受信者がアクティブ化
した機能を送ることを希望する発信者に属する装置にのみ搭載される。例えば、ユーザは
、数ある中で、通知通信システム（予め定められたメッセージ）、売買（Ｐ２Ｖ－ＳＡＬ
Ｅ）システム、受信箱（あらゆる種類のメッセージが保管されるところ）、端末の位置把
握機能などから選択してもよい。同様に、ナンバープレートを使ってユーザプロフィール
を検索し、選択したプロフィールの公開ページに上記発信者側ユーザを示すことができる
よう、上記モバイルアプリケーション内でナンバープレートによる検索を可能とする検索
ツールまたは検索エンジンが利用可能である。この公開プロフィールは、上記データベー
スに登録されたユーザが自身のプロフィール上に、ならびに自身の車両の公開データが示
された他のスクリーン上に示したいデータ、上記ユーザがアクティブ化した通信機能、お
よび通信を希望するまたは受信することができるチャネルから構成される。このプロフィ
ールページを使用することで、本発明に係る通信方法へのリンクが利用可能となる。この
ように、通信リクエスト、つまり送信者が送信するメッセージは、次の方法で送信される
。
【００６７】
　－アプリケーション検索エンジンに、書き込みまたは音声コマンドによって所望のナン
バープレートを入力する（ＳＣＲＥＥＮ　ＳＥＡＲＣＨ）（画面検索）。この検索は検索
対象の車両ユーザのオプションへのリンク、および上記車両ユーザが有効にしている通信
機能及び受信チャネルへのリンクを生成する。
【００６８】
　－もちろん、受信者の車両が上記システムに登録されていない場合は、上記システムは
その存在の有無に関して通知を行う。
【００６９】
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　－文字認識画面を介して：ＯＣＲを備えた電話カメラによりキャプチャされたナンバー
プレートの画像を用いる。電話カメラはモバイルアプリケーションからリクエストを開始
し、認識されたデータに基づいて検索を行うために通知をスキップする。上記検索は、検
索対象の車両ユーザが上記システムに確かに存在する場合は、検索対象の車両ユーザに関
する利用可能なオプションへのリンクを生成し、もし存在しない場合は、上記検索対象の
車両ユーザは存在しないことが通知される。
【００７０】
　メッセージが送信されると、上記モバイルアプリケーション自身から上記方法を操作す
る工程は、図１および図２で示す一般的な方法で説明したものと同じ工程を含む。
【００７１】
　以下に、上記予め定められた通知機能を参照しながら、図３で説明した方法にならって
、モバイルアプリケーションから行う上記電気通信方法に関する特定の実施形態例を２つ
説明する。上記特定の実施形態例はそれぞれ、送信者がＦＲＥＥ　ＴＥＸＴ機能（図４）
を使う操作方法と送信者がＳＡＬＥ機能（図５）を使う操作方法である。上記ＦＲＥＥ　
ＴＥＸＴ機能は、あるユーザが特定のユーザに送信する特定のメッセージと等しいもので
あり、上記ＳＡＬＥ機能は、受信者がこの種の通信を受信できるよう設定している場合、
特定の受信者に対して送信される販売通知と等しいものである。
【００７２】
　両方の例において、ユーザ１は、ユーザ２の車両のナンバープレートＥ１１１１ＡＡＡ
を介して、フリーテキストメッセージを送信するため、またはユーザ２の販売する車両に
関心があることを示すためにユーザ２との通信を希望する。このため、ユーザ１は、自身
の装置の画面を介してモバイルアプリケーションを開始し、タイピング、音声、もしくは
上記装置のカメラ（ＯＣＲ）によってナンバープレートを入力する。上記ナンバープレー
トコードが上記アプリケーションに入力または認識されると、上記アプリケーションは、
このナンバープレートが上記データベースに登録されているかどうかを立証するために、
上記システムに登録された車両データベースを照会するリクエストを行う。上記データベ
ースは、主にユーザ２が登録されている、および／またはユーザ２がアクティブである場
合、リクエストされたデータと、ユーザ２がアクティブ化した機能およびチャネルが上記
システムに登録されている場合は、上記機能およびチャネルとを返信する。ユーザ２が上
記システムに登録されている場合、ユーザ１は、上記モバイルアプリケーションを介して
、自身の装置の画面上にユーザ２がアクティブにしているシステム機能を表示し、ユーザ
１が関心がある機能を選択する。
【００７３】
　図４の例において、ユーザ１は、送信チャネルと、あらかじめ決定された「ＦＲＥＥ　
ＴＥＸＴ」機能とを選択し、送信用のテキストを書く。一方で図５の例においては、ユー
ザ１は送信用チャネルと、あらかじめ決定された「ＳＡＬＥ」機能とを選択する。
【００７４】
　続いて、少なくとも国別コード（Ｅ）と、受信者のナンバープレート（１１１１ＡＡＡ
）と、予め定められた通信機能コード「ＦＲＥＥ　ＴＥＸＴ」または「ＳＡＬＥ」（例に
よって異なる）からなる出力メッセージが送信される。上記の構成に基づき、上記受信者
および上記通信手段、上記電気通信アプリケーションモジュール並びにサーバは、上記受
信者、すなわち上記ナンバープレート１１１１ＡＡＡによって上記車両とリンクされたユ
ーザ２に出力メッセージを再送し、ユーザ２によって事前に選択されたチャネルを介して
通知を作成する。
【００７５】
　ユーザ２は、ユーザ１が送信したメッセージを受信する。例えば、図４の例においては
、ユーザ１によって書かれたフリーテキストを受信する。一方、図５の例においては、上
記ユーザは、例えば、「あなたの車両に関心があります。連絡をください」といった予め
定められたテキストを受信する。
【００７６】
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　ユーザ２は、自身のモバイル装置にインストールされたモバイルアプリケーションを介
してメッセージを受信することが好ましい。上記メッセージに対しては、応答してもしな
くてもよい。
【００７７】
　上記モバイルアプリケーションは、上記ですでに説明した、アプリケーションチャネル
、ＳＭＳチャネル、電子メールチャネル、アナログ方式通話モバイルチャネル、ＶＯＩＰ
チャネルなどのさまざまな通信チャネルを管理することができる。
【００７８】
　加えて、次に説明する方法で作動する特定のチャネルまたは「アプリケーション」チャ
ネルがあってもよい。上記アプリケーションを介して受信者との通信が確立した場合、モ
バイルアプリケーション（モバイル運用システムに関する）と、ウェブの、プライベート
ユーザエリアにアクセスする部分の双方において通知が作成される。これらの通知は、開
封されるとすぐ、自動的に「既読」として示されレコードに移動され、未読の通知のみが
表示される。この通信プロセスの例としては、（ｉ）送信者がメッセージコードと、ナン
バープレートと、通信手段を含む出力メッセージを生成するプロセスと、（ｉｉ）サーバ
が上記コードと、上記ナンバープレートと、上記通信手段を分析し、受信者側ユーザに属
する、上記ウェブの部分と上記モバイルアプリケーションにおいて通知が作成するプロセ
スが挙げられる。
【００７９】
　上記モバイル端末操作システムに実施された上述のアプリケーションは、すでに説明し
たとおり、次に挙げるようなさまざまな機能または特徴を有している。
【００８０】
　－登録済みユーザがアクティブにしておきたい通信方法のサービス、および上記登録録
済みユーザ間での通信を確立するためのチャネルを管理することで、機能およびチャネル
のマトリクスを生成する。任意のチャネルを介して自動通知を作成するすべての機能は、
アクティブ化しても非アクティブ化してもよく、複数の通知チャネルを選択する（言い換
えればすべて選択する、まったく選択しない、または幾つか選択する）ことができる。
【００８１】
　－設定されたチャネルごとに通信レコードを生成する。このレコードは、ナンバープレ
ートによって車両とリンクされる、また、拡大解釈をすれば、上記レコードを送信したユ
ーザとリンクされる。このように、２種類のレコードが存在する。１つはユーザプロフィ
ールにリンクされた送信済みのメッセージに関するレコード、もう１つは当該車両にリン
クされた受信メッセージに関するレコードである。保存される情報は送信者側ユーザ、メ
ッセージ、通信チャネル、日付、受信者側ユーザ（車両）などであってよい。
【００８２】
　－受信箱機能：受信箱はナンバープレートに関係するアプリケーションユーザのための
メッセージが残される場所であり、上記メッセージはモバイルアプリケーションまたはウ
ェブアプリケーションで生成されると理解されている。上記メッセージはどのような文字
で作成されてもよいため、ユーザはテキストまたは画像を、ギャラリーなどの形でアップ
ロードすることができる。
【００８３】
　－ＯＣＲ（光文字認識）システム：モバイルアプリケーションが上記装置または端末の
カメラによる文字認識を介してナンバープレートを認識する能力を支援するシステム。上
記アプリケーションは、視覚認識システム、すなわち視環境における対象物（写真画像）
を認識するプログラムに基づいて開始し、上記システムから検索や通信を開始する。上記
システムは特定のユーザおよび自動情報交換プロトコルの双方に適用されてもよく、公的
または民間のナンバープレート認識システム、すなわち特定のナンバープレートにリンク
されたプロフィールへのメッセージまたはサービスをなす通信送信者または通信手順標識
といった、ナンバープレート（ＯＣＲ）認識プログラムに基づいて自動的に実行される通
信手段、と相互に作用してもよい。例えば、駐車場や有料道路において交通違反、迷惑車
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両、または迷惑駐車を取り締まり、直ちにレーダによる罰金を通知するために、ＯＣＲを
ルーフに搭載した市役所の移動車を介して、移動しながら写真撮影を行い、罰金を通知す
る。このシステムは、機械に搭載されたナンバープレート認識プログラムにおいて開始さ
れたすべてのニーズまたは、メッセージのためのアプリケーション、機能およびサービス
を管理することが可能とする。これらの場合においてメッセージの送信者は、車両にリン
クされたユーザではなく、特定のメッセージを受信者側ユーザに送るサーバにアクセスす
る機械である。
【００８４】
　ナンバープレート認識システム（ＯＣＲ）と組み合わせた、本発明で説明した電気通信
システムおよび方法の使用は、現在のところ周知の電気通信システムまたは方法を適用し
てもいまだ効率的または十分に解決していないか、上記周知の電気通信システムまたは方
法によって導き出すことができない。例えば、内部通信システムが挙げられる。したがっ
て、本発明は、あらゆる先進国に存在する公的および民間のＯＣＲナンバープレート認識
ネットワークを備えた通信プロトコルを適用することによって、上述の電気通信システム
において、盗難防止セキュリティーサービスまたはシステムを実施することを可能とする
。このように、上記システムが異なる戦略ポイント（駐車場、高速道路、ガソリンスタン
ド、有料道路など）に設置された端末のさまざまな登録認識システムとシグナルの交換又
は相互作用が行える環境において、通信機能がアクティブ化し盗難車両のユーザプロフィ
ールにリンクされると、取締ネットワークまたは「グリッド」を明確にすることができ、
盗難車両であると示された車両は、理論上その位置を探知されることなく通行することが
できず、効果的な盗難防止システムを構築することになる。同様に、補足的手段として、
車両の盗難にあったユーザは、アクティブ化した盗難車両アイコンを使って自身のプロフ
ィールで状況を伝えることができる。このようにして、オンラインで車両プロフィールに
関する公開データに誰でもアクセスすることができ、この件について何か情報を提供でき
ないか尋ねるためにユーザと通信を行うことができる。例えば、通りで見かけた車両が気
になった場合、ウェブサイトへアクセスして登録を検索し、上記車両が盗難車両としてリ
ストアップされているかどうかを直ちに確認することができる。
【００８５】
　同様に、上記プロセスは、アプリケーションの全ての機能が拡張現実機能に組み込まれ
、端末カメラが常に示す環境の画像上にすべての有用な情報、アクティブなシステム通信
機能、ユーザプロフィールに関する公開データなどが返信されるよう、拡張現実のシステ
ムおよび機能を有するアプリケーションを含んでもよい。
【００８６】
　運転中にモバイル装置が使用されているときは音声制御システムによる上記方法の管理
が必要とされる。音声認識システムによって管理するモバイルアプリケーションは、音声
コマンドによってすべての通信機能を実行することができることに加えて、すべてのデー
タ入力を口述で行うことができる。
【００８７】
　モバイル端末運用システム（スマートフォン）のＧＰＳ機能にアプリケーションを統合
させることによってユーザの位置情報を把握する、システム機能に関連した位置情報把握
機能またはソリューション。ユーザの現在位置周辺エリアの地図上で、上記システムのさ
まざまな通信機能をアクティブ化することが可能となるであろう。したがって、他のユー
ザらは自身のＧＰＳで、仮想地図上に示される異なるアイコンを介して、地図上のそれぞ
れのエリアに上記ユーザらによってアクティブ化された上記システムの予め定められた通
信機能を見ることができる。全地球測位システム（ＧＰＳ）と組み合わせた、本発明で説
明した電気通信システムおよび方法の使用は、現在のところ周知の電気通信システムまた
はプロセスを適用してもいまだ効率的または十分に解決していないか、上記周知の電気シ
ステムまたはプロセスによって導くことができない。例えば、以下の通り。
【００８８】
　本発明は、説明した電気通信方法において「地上の駐車位置を把握するシステムおよび
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方法」を実施することができる。上記方法は、上記通信システムにおいて位置把握（ＧＰ
Ｓ）サポートを使い、駐車場ニーズに関するリクエスト通信機能と需要通信機能を同期さ
せることができる方法を実施する工程からなる。このようにして、街の特定のエリアで場
所を探している人物はリクエストシグナルを送信することができ、上記リクエストシグナ
ルは同じエリアの別の場所を離れる人物によって受信できる。これらの通信すなわちリク
エストシグナルならびにシグナル化はすべてデフォルト設定により自動化されている。こ
のため、当該エリアの地図を開くと、駐車場所を探している人物は駐車場所から離れるす
べての車両の位置を見つけることとなり、ちょうど空きができた空間が視覚化されること
になる。上記方法は、車両ユーザによる駐車場所の要求と、他のユーザが離れることで生
じた空きスペースの申出とを「同期」させ、上記システムを介してそのように示すことを
可能とする。
【００８９】
　また、上記で説明した通信方法において、本発明は、位置把握によって、ＧＰＳシステ
ムの支援によって、また上記端末のカメラを介して、さまざまな車両ユーザの視点を交換
する機能を実施することも可能である。したがって、ユーザは「ＥＹＥＳ」機能をアクテ
ィブ化させ、「ＥＹＥＳ」機能を反映した別のユーザをエリア地図上で選択し、上記ユー
ザのカメラを通じて、上記別のユーザが位置する環境を見ることができる。システムユー
ザ間で視点を交換することで、各ユーザは別のネットワークユーザの周囲の風景にアクセ
スすることができると理解される。したがって、上記システムに上記サービスを実施する
ことに加えて、カメラとＧＰＳを備えたモバイル装置が必要となる。上記機能は位置把握
機能とともに環境視覚化機能をもたらし、別のユーザのカメラシグナルを介して任意の離
れた場所を、上記通信機能と接続した第２のユーザの視点を介して移動中の車内および車
外を見ることができる。加えて、ユーザは、交通カメラ、駐車場カメラ、広域カメラ等の
、内蔵型カメラを搭載した他の装置のシグナルとも接続することができる。上記機能はユ
ーザが、数ある他の有用な機能の中から、遠くの場所の「交通状況」、駐車場、道路、事
故、またはその他関心のある視覚情報を直接視覚化することを可能とする。
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